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は じ め には じ め には じ め には じ め に  
 
 
本説明は、エクスプランFシリーズと外部コンピュ－タとの接続方法を説明するものです。例示
のプログラミング言語はＮ８８ＢＡＳＩＣを使用しています。 
 
エクスプランのインタ－フェ－スの基本的な考え方は、ユ－ザプログラムが全ての指令（コマン
ド）を与え、エクスプランがそれを忠実に実行するというものです。つまりユ－ザプログラムは
 Master であり、エクスプランはデジタイザとして Slave になります。 
  
プログラム作成の進め方は、下記のような手順が典型的なものと考えられます。ここでいうオペ
レ－タはエクスプランを操作する人のことで、ユ－ザプログラムの利用者です。 
 
１）    
      
      

通信条件を合致させる 
キ－操作 

（オペレ－タが行う） 

・・・ 最初はﾏﾆｭｱﾙ操作で通信条件を一致させる。
    

       
２）    
 

プログラムの開始 ・・・ユ－ザプログラムの実行。エクスプランを 
  ｏｎ 

 
３）    
   

測定条件の設定 ・・・各種測定条件をコマンドを使用して設定す 
  る。 

 
４）    
 

不要キ－を無効にする ・・・エクスプランのキ－・スイッチ類で不必要 
  なものは無効にしておき、オペレ－タの誤 

                       用を避ける。 
５）  
     ＞ 

エクスプランの 
デイスプレイに 
メッセ－ジを送る 

・・・適当な場面でオペレ－タに指示を与え操作 
  を促進する。 

    
６）  
  

測定デ－タを受信する ・・・オペレ－タが図面を測定すると結果がエク 
  スプランから送られてくる。 

 
７） デ－タＩＤの判定    ・・・エクスプランからのデ－タは先頭の２桁が 
           ＩＤになっているので判別する。 
      

   ・・・ユ－ザの要件に合わせたデ－タ処理を行う。 ８）    各種デ－タ処理 
 

 
９）     

プログラム終了 
 

 
＜ 

 
    ＊ オペレ－タの誤操作によって予期せぬデ－タが転送されてくることを考慮し 
            不要デ－タは常に読み飛ばす入力ロジックが適当と思われます。 

＊ エクスプランをコントロ－ルする各種のコマンドを駆使することでオペレ－ 
    タの操作ミスを未然に防ぐ、或いは正常に回復させるシステムが構築できま 
    す。 
＊ エクスプランのディスプレイにメッセ－ジを表示することで常にオペレ－タ 
    の手元に操作指示を出すことが出来ます。 
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Ⅰ ． シ ス テ ム 構 成Ⅰ ． シ ス テ ム 構 成Ⅰ ． シ ス テ ム 構 成Ⅰ ． シ ス テ ム 構 成  
                                                        
  
 
  

  
コンピュ－タ 

         

 
    
    

インタ－フェ－スケ－ブル
（自動検知タイプ） 
ＲＳ２３２Ｃ 

 
   
 

 
エクスプラン 

 

 
 
 

 
    1. ＲＳ２３２Ｃシリアルインタ－フェ－スをもつコンピュ－タならどの機種でも 
    エクスプランに接続できます。 
    2. エクスプランは、ＲＳ２３２Ｃを内蔵しています。              （ａ）  （ｂ） 
  3. エクスプラン専用のインタ－フェ－スケ－ブルは、型番がＸＰＣ－○○Ａ－○○と 
     なっています。接続コンピュ－タの種類により（ａ）の部分の番号が変わります。 
    （ｂ）は長さを表し、０２（２ｍ），０５（５ｍ），１０（１０ｍ）があります。 

4. 自動検知機能 
    エクスプランは、接続されたものが専用インタ－フェ－スケ－ブルであるか、ミニ  
   プリンタ１６ｃであるかを自動的に認識します。そのため、エクスプランのキ－操   
  作で出力先を変更する必要が有りません。 
      注）エクスプランは 「デ－タアウトスル」になっているとき、コンピュ－タにデ－  
     タを転送します。コンピュ－タからのデ－タはエクスプランが「デ－タアウト   
    シナイ」になっていても送信可能です。 
 
Ⅱ ． イ ン タ － フ ェ － ス 仕 様Ⅱ ． イ ン タ － フ ェ － ス 仕 様Ⅱ ． イ ン タ － フ ェ － ス 仕 様Ⅱ ． イ ン タ － フ ェ － ス 仕 様  
 
    ａ  電気的特性    EIA RS-232C準拠  
 ｂ  通信方法    調歩同期式、全二重通信         
  ＊ ｃ  デ－タ長     8ﾋﾞｯﾄ、7ﾋﾞｯﾄ   
    ＊ ｄ  ボ－レ－ト    300, 600, 1200, 2400，4800，9600, 19200  
    ＊ ｅ  パリテｲ      無、奇数（ｏｄｄ）、偶数（ｅｖｅｎ）    
  ＊ ｆ  ストップビット  2ﾋﾞｯﾄ、1ﾋﾞｯﾄ  
  ＊ ｇ  デリミタ     CRLF、CR、LF  
  ＊ ｈ  コントロ－ル   OFF（RTS/CTS）、R文字、XON/OFF  
 ｉ  文字コ－ド    ASCIIｺ-ﾄﾞ準拠  
    ｊ  単位デ－タ長   1～33桁 （ﾃﾞﾘﾐﾀを除く）  
     ｋ  送信ﾊﾞｯﾌｧ  22行 （30文字×22行）  
    ｌ  受信ﾊﾞｯﾌｧ  100ﾊﾞｲﾄ  
 

１．（ｃ）～（ｈ）の項目は、プログラム（コマンド利用）またはオペレ－タ（キ－ 
  操作）が選択します。 
２．（ａ）～ （ｉ）の項目は、コンピュ－タ側とエクスプラン側で指定された条件が 
  合致する必要があります。 

   ３．エクスプランからプログラムにデ－タを送るときは、オペレ－タがＰ／ＮＰキ－を 
     押して、「デ－タアウトスル」を選ぶ必要があります。 
   ４．エクスプラン側の「デ－タアウトスル」、または「デ－タアウトシナイ」の選択に 
     関係なくプログラムからコマンドデ－タを送ることが出来ます。 
   ５．ＣＥ／Ｃキ－を押しながら電源をＯＮすると通信条件が初期化（工場出荷時の値） 
    されます。 
 
     初期条件 
  通信条件 初期値  
        ＊ Ｃ デ－タ長 ８ビット  （ｃ）～（ｈ）の項目を本書では 
        ＊ ｄ  ボ－レ－ト １２００   通信条件と呼んで説明します。 
        ＊ ｅ パリティ ナシ   
        ＊ ｆ ストップビット ２ビット  
        ＊ ｇ デリミタ ＣＲＬＦ   
        ＊ ｈ コントロ－ル ＯＦＦ  
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Ⅲ ． 通 信 開 始 前 の オ ペ レ － タ へ の 指 示Ⅲ ． 通 信 開 始 前 の オ ペ レ － タ へ の 指 示Ⅲ ． 通 信 開 始 前 の オ ペ レ － タ へ の 指 示Ⅲ ． 通 信 開 始 前 の オ ペ レ － タ へ の 指 示  
 
   デ－タの送受信を開始する前（プログラムを開始する前）に、コンピュ－タとエク 
   スプランの通信条件が合致していないと通信エラ－となります。 
   それでユ－ザプログラムの取扱説明書では、下記三つのどれかの方法で通信条件を 
   一致させることをオペレ－タ指示する必要があります。 
 
方法１      初期条件で通信を開始する方法 
   ＣＥ／Ｃキ－を押しながら電源ＯＮをすることをオペレ－タに指示し、エクスプラン 
   を初期化させる。プログラムは初期条件で通信を開始し、必要ならばその後ＳＩコマ 
   ンドを使って通信条件を変更する。（例えば速いボ－レ－トにする。） 
   オペレ－タの負担はこの方法が一番少ないように思われます。 
方法２      プログラム条件で通信を開始する方法 
   プログラムの通信条件を明記し、オペレ－タにＳＦＴ、ＳＥＴ キ－を使ってエクス 
   プランの通信条件をプログラムに合致させる。 
方法３       コンピュ－タ条件で通信を開始する方法 
   通信条件を取扱説明書に明記し                                                    
    ａ） エクスプランでは  ＳＦＴ、ＳＥＴ キ－を押して 
       ｂ） コンピュ－タでは、ディップスイッチ、ＳＰＥＥＤコマンド、ＳＷＩＴＣＨ 
       コマンド、その他を操作して 
   オペレ－タに両方の通信条件を合致させる。 
 
Ⅳ ． 送 受 信 デ － タ の フ ォ － マ ッ トⅣ ． 送 受 信 デ － タ の フ ォ － マ ッ トⅣ ． 送 受 信 デ － タ の フ ォ － マ ッ トⅣ ． 送 受 信 デ － タ の フ ォ － マ ッ ト  
 
   ユ－ザプログラムからエクスプランに送るデ－タ（送信デ－タ）と、エクスプラン 
   から送られてくるデ－タ（受信データ）には、次のようなものがあります。 
 
 １．コマンドデ－タ（送受信） 
      フォ－マット 
 
 

ｺﾏﾝﾄﾞｺ-ﾄﾞ 
1～2 桁 

ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ 
1 ～ 32 桁 

 
 

 
  a. 設定コマンド   
     Ｓコマンド ……… エクスプランに値を設定する（エクスプランは必ずＡＣＫ 
               またはＮＡＫを返す。）               
        例）  PRINT #1,"SEYNNNNNNN0N"   '座標を測定する 
             INPUT #1,A$                    'A$=CHR$(&H06)でACKを示す 
         Ｐコマンド ……… エクスプランのブザ－を鳴らしたり、表示をブリンキング 
               させたりする単純動作のコマンド（エクスプランはＡＣＫ／ 
               ＮＡＫを返さない）。 
        例） PRINT #1,"BZ2"              'ブザーを２回ピピッと鳴らす 
    b. 参照コマンド 
          Ｓコマンド  ………  パラメ－タなしでＳコマンドをエクスプランに送ると 
                              エクスプランは設定値を返信する。 
                例）  PRINT #1,"SE"           '測定機能の参照を行う 
             INPUT #1,A$             'A$="SENNYYNNNN0N" 面積、 
                           ‘線長を測定する 
          注）Ｐコマンドには参照機能がない。 
 
２． 測定値デ－タ（受信） 
 
    オペレータがエクスプランのキ－・スイッチ類を操作することで送られてくるデ－タ 
    です。測定デ－タは必ずしも数値ばかりではありません。デ－タＩＤを判断すること 
    で何の測定デ－タであるかが分かります。  
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     フォ－マット 
 
    

デ－タＩＤ 
2 桁 

測定デ－タ 
1 ～ 16桁 

 
 

 
           例） #| 1|2|3|.| | | | | | | | | |       番号１２３の入力 
 X|  | | | | | |1|2|3|.|4|5| |m       ｘ座標（単位：ｍ） 
 Y|  | | | | | |-|7|8|.|9|0| |m       ｙ座標（単位：ｍ） 
 
        注）エクスプランのキ－操作で送られてくるデ－タには、特殊な利用方法のとき、 
      必ずしも上記のフォ－マットを持っていません。個々の転送デ－タについては 
      後述されています。 
 
３． ＡＣＫとＮＡＫ（受信）                                               

 
  ユ－ザプログラムがエクスプランに設定Ｓコマンドを送ると、エクスプランは実行が成功 
  すればＡＣＫ、不成功だとＮＡＫを返します。この返事は必ず読み込む(INPUT文)必要が 
  あります。未定義コマンドや不正コマンドに対してもＮＡＫを返します。 
 
       ＡＣＫ --  ASCIIｺｰﾄﾞで"&H06"（&Hは16進を示す） 
       ＮＡＫ  --  ASCIIｺｰﾄﾞで"&H15" 
 
     フォ－マット                                                         
 
 

&H06(ACK) 
  1 桁 

 
 

&H15(NAK)
  1 桁 

 
 

 
 
 ４． 制御文字 Ｒ  （送受信） 
 
   コントロ－ルをＲＯＮに指定したときに文字Ｒの授受でデ－タ転送の制御を行います。 
   Ｒ： ASCIIｺｰﾄﾞで"&H52"。 
 
     フォ－マット 
 
 

Ｒ 
１桁 

     注）詳細はＲ－４．ＲＯＮのデ－タ入出力タイミングを参 
       照して下さい。 

 
      以上の内容を表にしますと 
    デ－タ             ユ－ザプログラム               エクスプラン  
 
 
 

 設定Ｓコマンド            PRINT             →          受 信  
    (ACK/NAK)                                              ↓ 
                            INPUT       ←        ACK/NAK 

 
 
 

   設定Ｐコマンド            PRINT       →      完了   
  測定値デ－タ             INPUT             ←       測定キ－操作  
 
 
 
 
 
 
 

 制御文字 Ｒ               PRINT             →           受信 
  (ｺﾝﾄﾛ-ﾙ:RON)                                              ↓ 
              INPUT         ←        Ｒを送る 
                             ↓ 
                            PRINT "R"         →         受信 
                                                            ↓ 
              繰り返し       ←      Ｒを送る 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ⅴ ． デ － タ 送． デ － タ 送． デ － タ 送． デ － タ 送 受 信 の タ イ ミ ン グ受 信 の タ イ ミ ン グ受 信 の タ イ ミ ン グ受 信 の タ イ ミ ン グ  
 
   デ－タの入出力について手順を説明します。出力（送信）は PRINT文、入力（受信） 
   は INPUT文 を使っています。 
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 １．測定条件を設定する手順 
 
  ａ．設定Ｓコマンド  
 
    ＳＥＴ、ＳＥＴ２（SFT+SET）, ＭＡＲＫ、Ｐ／ＮＰ，ＣＯＮ（ｺﾝﾃｨﾆｭｱｽ ｽｲｯﾁ） 等のキ－ 
    操作で設定する測定条件をプログラムから与えるものです。 
 
 
     

Ｓコマンド出力 
PRINT #１ "Sｺﾏﾝﾄﾞ" 

    エクスプランは与えられたコマンドの内容を
   実行する 

      
 

 ｺﾏﾝﾄﾞ実行の成否を問う 
INPUT #1 A$ 

   エクスプランは成功の時ＡＣＫ，不成功の時 
   ＮＡＫを返す。文法エラ－のときはＮＡＫを 

                            返す。 
   例 
    1.   PRINT #1,"SEYNNNNNNN0NNNN"       '座標を測定する 

   INPUT #1,A$           'A$=CHR$(&H06)でACKを示す 
 

       2.   PRINT #1,"SEYNNNNNNN0NNNNN"      'データが１文字多い 
   INPUT #1,A$           'A$=CHR$(&H15)でNAKを示す 

 
    ｂ．設定Ｐコマンド 
 
 
 

   Ｐｺﾏﾝﾄﾞ出力 
  PRINT #1 "Pｺﾏﾝﾄﾞ" 

   エクスプランは与えられたコマンド内容を実 
   行する。 

            
 
 

   後続文は不要     エクスプランは成否に関係なくＡＣＫ、ＮＡ 
   Ｋを返さない。文法エラ－のときもＮＡＫを 

                    返さない。 
      例 
       1.   PRINT #1, "BZ2"                 'ブザーを２回ピピッと鳴らす 
 
       2.   PRINT #1, "BZ5"                 '"BZ5"コマンドはサポ－トしていない 
                                              注）NAKの受信は不要 
 
  ２．設定値を参照する手順 
 
  ａ．参照Ｓコマンド 
    キ－操作やコマンドで設定されているエクスプランの通信条件／測定条件を読み 
        込むとき使用する。パラメ－タ無しのコマンドを送信すれば設定値を入力できる。 
 
 
     

Ｓｺﾏﾝﾄﾞ出力 
PRINT #1,"Sｺﾏﾝﾄﾞ" 

   エクスプランの設定内容が参照される。 

   
    
     
    

設定値の入力 
INPUT #1,A$ 
INPUT #1,B$ 

   設定値がＡ＄に入る。デ－タが複数行あるＳ 
   コマンドの場合は、入力文（ＩＮＰＵＴ） 

    
 

       
 

   を必要回数だけ繰り返す(B$,C$,……) 

    繰り返し   （注）コマンドが不正の場合は、Ａ＄にＮＡＫ 
    
    

      が入る。  

    例 
         1.   PRINT #1,"SE"        '測定機能の参照を行う 
             INPUT #1,A$          'A$="SENNYYNNNN0NNNN" 面積、線長を測定する 
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         2.   PRINT #1,"SS"        '縮尺の参照 
             INPUT #1,A$          'A$="SSRX       1000." :RX=1000 
             INPUT #1,B$          'B$="SSRY       1000." :RY=1000 
 
         3.   PRINT #1,"SX"        ' "SX" ｺﾏﾝﾄﾞはサポートしていない 
             INPUT #1,A$          'A$=CHR$(&H15)でNAKを示す 
 
    ｂ． 参照Ｐコマンド  …………………  Ｐコマンドには参照機能はない。 
 
 ３． 測定デ－タの入力手順 
 
     エクスプランのキ－操作で発生した測定デ－タを読み込みます。このデ－タは 
          エクスプランが「デ－タアウトスル」に設定されているときだけ受信できます。 
 
     「デ－タアウトスル」を選ぶ方法は 
       ａ． Ｓコマンドを使ってプログラムが指定する。  
                オペレ－タが変更できないようにＰ／ＮＰキ－を無効にしておくと 
          誤操作を防ぐことができる。 
           ｂ． オペレ－タがＰ／ＮＰキ－を押して指定する。 
 
      １個の測定デ－タを入力    オペレ－タがエクスプランのキ－操作をする 
   INPUT #1,A$    まで待ち状態となる。 
 
 

 

  
  ある     デ－タ 
          終わり？               必要回数繰返す。 
 
         
 
 

          ＊測定デ－タの終了には  
無                    ファンクションキ－（ＦＯ～Ｆ９）などが 
                      利用できる。 

                    ＊座標デ－タは２個ペアで送られてくる。 
       例 
    1.   INPUT #1,A$       'A$="ｄ        26.1 m" :辺長データを示す 
 
        2.   INPUT #1,A$       'A$="X       3.8196 m" :Ｘ座標データを示す 

             INPUT #1,B$       'B$="Ｙ       4.3766 m" :Ｙ座標データを示す 
 
  ４．マ－ク座標値の送信手順 
 
   エクスプランに座標値を送ってオペレ－タに手作業で図面上にその座標点をマ－ク 
   させることができます。 
 
      ＞ 

 マ－ク座標値を出力 
 PRINT #1,"SDｺﾏﾝﾄﾞ" 

       エクスプランはマ－ク座標を受信すると 
        マ－ク誘導画面になる。 

 
 
 

 
 <                   マ－ク手作業が終わるのを待つ。 
 

 
 

マ－ク作業の終了を確認 
    INPUT #1,A$ 

        マ－クモ－ド内では ＭＡＲＫキ－と 
    キャンセルキ－のみが使用可。 

  
 
   ある        デ－タ 
        終わり？ 
 
                     無 
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    例 
         PRINT #1,"SDXM12-500"   'マ－クＸ座標に -500m を設定 
         INPUT #1,A$        'A$=CHR$(&H06):ACK、=CHR$(&H15):NAK 
           PRINT #1,"SDYM12500"   'マ－クＹ座標に 500m を設定 
          INPUT #1,A$                'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
           INPUT #1,A$                'A$="MK", マ－ク作業完了のﾏ-ｸｷ-が押された 
 
 
Ⅵ ． コ マ ン ド 一 覧Ⅵ ． コ マ ン ド 一 覧Ⅵ ． コ マ ン ド 一 覧Ⅵ ． コ マ ン ド 一 覧  
 
１． コマンド機能別説明 

 
    a. ＳコマンドＳコマンドＳコマンドＳコマンド      ・・   設定と参照の両方が可能です。 
  ｺﾏﾝﾄﾞｺ-ﾄﾞ                     機 能  
    ＳＥ   必要な測定値の種類（座標／面積／図心測定など）を設定・参照  
    ＳＭ   ＳＥと似るが特殊測定の設定・参照を含まず（360Cとの互換目的）  
    ＳＵ   単位を設定・参照    
    ＳＳ   縮尺率を設定・参照  
    ＳＡ   座標軸の設定・参照  
    ＳＢ   原点偏移値の設定・参照  
    ＳＦ   小数点位置の桁指定・参照  
    ＳＮ   自動ナンバリング選択の設定・参照  
    ＳＩ   通信条件の設定・参照  
    ＳＤ   マ－ク座標値の設定（参照機能は無し）  
    ＳＰ   デ－タアウトスル／シナイの設定・参照  
    ＳＣ   測定におけるポイント／コンティニュアスモ－ドの設定・参照  
    ＳＬ   実行モ－ドの設定・参照  
    ＳＫ   各キ－・スイッチ類の有効／無効を設定・参照  
    ＳＷ   オ－トパワ－オフ機能の有効／無効を設定・参照  
    ＳＴ   エクスプランがデ－タ転送するときのディレイタイムを設定・参照  
     特殊測定：図心、三斜面積、角度、円弧中心、放射距離、土量計算、回転体 
     普通測定：座標、辺長、面積、長さ、半径  
    b. ＰコマンドＰコマンドＰコマンドＰコマンド            ・・      設定のみ可能（参照は不可）。 
  ｺﾏﾝﾄﾞｺ-ﾄﾞ                     機 能  
    Ｄ   エクスプランのディスプレイにメッセ－ジを表示する  
    Ｃ   エクスプランのディスプレイをクリアする  
    Ｂ   エクスプランのディスプレイを点滅させたり、中止させたりする  
    ＢＺ   エクスプランのブザ－を４種類の方法で鳴らす  
 
 ２．コマンドの実行可能モ－ド 
 
       各コマンドには、エクスプランの状態（モ－ド）によって実行できるタイミングと 
       できないときがあります。 
    ａ． エクスプランの実行モ－ド 
    １．ＳＥＴモード    エクスプランのディスプレイがＳＥＴキ－または 
                                ＳＥＴ２キ－（ＳＦＴ＋ＳＥＴ）押下によって条件 
                                設定場面になっている状態をいいます。 
    ２．測定モード     Ｓ／Ｐキ－を押してからＥＮＤキ－またはＣＥ／ 
                                Ｃキ－を押すまでの図形を測定している状態を 
                                いいます。 
    ３．マークモード    エクスプランの画面がマ－ク座標入力画面、或いは 
                マ－ク誘導画面になっている状態。マ－クキ－／クリア 
                キ－を押すことでこのモ－ドから外れる。 
    ４．ＲＥＡＤＹモード  上記３つの実行モ－ド以外の状態をいいます。 
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     ｂ．各コマンドの実行可能モ－ド一覧各コマンドの実行可能モ－ド一覧各コマンドの実行可能モ－ド一覧各コマンドの実行可能モ－ド一覧          Ｓ：設定  Ｒ：参照 
   READY ＳＥＴ 測定モード マ－ク マウス  
 ｺﾏﾝﾄﾞ 機  能 モード モード ﾎﾟｲﾝﾄ 連続 モ－ド モ－ド  
 ID  Ｓ Ｒ Ｓ Ｒ Ｓ Ｒ Ｓ Ｒ Ｓ Ｒ Ｓ Ｒ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＳＥ 
ＳＭ 
ＳＵ 
ＳＳ 
ＳＡ 
ＳＢ 
ＳＦ 
ＳＮ 
ＳＩ 
ＳＤ 
ＳＰ 
ＳＣ 
ＳＬ 
ＳＫ 
ＳＷ 
ＳＴ 
Ｄ 
Ｃ 
Ｂ 
ＢＺ 

測定機能・拡張 
測定機能 (互換) 
単位 
縮尺 
座標軸 
原点偏移 
小数桁指定 
ﾅﾝﾊﾞｰ選択 
転送条件 
マ－ク座標 
出力ｽﾙ/ｼﾅｲ 
測定ﾓｰﾄﾞ 
ﾓｰﾄﾞ変更 
ｷｰ有効／無 
ｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌ 
ﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾑ 
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ表 
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｸﾘｱ 
ﾌﾞﾘﾝｷﾝｸﾞ 
ブザー 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
－
－
－
－

×
×
×
○
○
×
×
×
×
×
○
○
○
○
○
○
×
×
×
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
－
－
－
－

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
－
－
－
－

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
○
○
○
○
○
○
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
○
○
○
○
○
○
－
－
－
－

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
○
○
○
○
○
○
×
×
×
○

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
－ 
－ 
－ 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
－ 
－ 
－ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                       ○印：有効 ×印：無効 －印：機能無し 
   1. ＳＭからＳＴであるＳコマンドの×印はＮＡＫを送信します。 
      2. Ｓコマンド以外の×印は何も送信しません。 
      3. 未定義コマンドに対してはＮＡＫを送信します。 
      4. Ｓコマンドによる設定は、頭２文字とそれに続くデータの転送となります。 
      5. Ｓコマンドによる参照は、頭２文字の転送となります。 
 
Ⅶ ． 各 コ マ ン ド の 使 い 方Ⅶ ． 各 コ マ ン ド の 使 い 方Ⅶ ． 各 コ マ ン ド の 使 い 方Ⅶ ． 各 コ マ ン ド の 使 い 方  
 
 １．ＳＥコマンド  (Set Extensive measuring functions) 
   測定機能の設定及び参照を行います。 
   ａ．設定時フォーマット 
 Ｓ | Ｅ cX | cd | cA | cL | cr | p1 | p2 | p3 | p4 | p5 | p6 || p7 | p8  
      ｂ．参照時フォーマット 
        Ｓ | Ｅ           エクスプランは設定時フォーマットで出力します。 
      ｃ．パラメ－タ設定 
       機能 ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ  要  不要  

 Ｙ ---  YESキーを押す操作に対応し 
         測定を要するもの 
 Ｎ --- NOキーに対応し測定不要の
    もの 
 
 
 
 
←
 
 
 

ｎ＝ ０ : 度分 
１ : 度 
２ : ｇｏｎ 
３ : ラジアン 

角度を選択しないときも角度単位 
パラメ－タは必ず０～３に指定す 
る。それ以外はＮＡＫとなる。 

        
        
        
        
        
        
 
 
 
 
 

座標 
辺長 
面積 
線長 
半径 
図心 
三斜面積
角度 
角度単位
円弧中心
放射距離
土量計算
回転体 

  cX 
  cd 
  Ca 
  CL 
  Cr 
  p1 
  p2 
  p3 
  p4 
  p5 
  P6 
  P7 
  P8 

  Ｙ 
  Ｙ 
  Ｙ 
  Ｙ 
  Ｙ 
  Ｙ 
  Ｙ 
 Ｙ 
 "ｎ" 
  Ｙ 
 Ｙ 
 Ｙ 
 Ｙ 

  Ｎ 
  Ｎ 
  Ｎ 
  Ｎ 
  Ｎ 
  Ｎ 
  Ｎ 
  Ｎ 
 不可 
  Ｎ 
 Ｎ 
 Ｎ 
 Ｎ              （注）設定時のオールＮは無効です。 
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   Ｐ６～Ｐ８の指定がないＳＥコマンドも有効に受信し、このときエクスプランは放射距 
   離、土量計算、回転体を無効にします（３６０ＣⅡとの互換性のため）。 
 
    使用例 
     1. PRINT #1,"SEYNNNNNNN0NNNN"    '座標を測定する 
       INPUT #1,A$                    'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                         ‘&H06はASCIIｺｰﾄﾞでACK、&H15はNAKを示す 
 
     2. PRINT #1,"SENNYYNNNN0NNNN"    '面積、線長を測定する 
       INPUT #1,A$                    'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
 
     3. PRINT #1,"SE"                      '測定機能の参照を行う 
       INPUT #1,A$                    'A$="SENNYNNNNN0NNNN" 面積を測定する 
 
２．ＳＭコマンド  (Set Measuring functions) 
 
   測定機能の設定及び参照を行います。３６０Ｃとの互換性を保つために残されたコ   
  マンドで、前述のＳＥコマンドと同様の用途を持っています。 
 
   ａ．設定時フォーマット 
        Ｓ | Ｍ cX | cd | cA | cL | cr  
      ｂ．参照時フォーマット 
        Ｓ | Ｍ      エクスプランは設定時フォーマットで出力します。 
      ｃ．パラメ－タ設定 
      機能 ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ 要 不要  
        
        
        
        
        

座標 
辺長 
面積 
線長 
半径 

Cx 
Cd 
CA 
CL 
Cr 

Ｙ 
Ｙ 
Ｙ 
Ｙ 
Ｙ 

Ｎ 
Ｎ 
Ｎ 
Ｎ 
Ｎ 

    Ｙ …  YESキーを押す操作に対応し 
            測定を要するもの 
   Ｎ … NOキーに対応し測定不要の
      もの 
                              （注）設定時のオールＮは無効です。 
 

＊ エクスプランは設定・参照ＳＭコマンドを受信すると、特殊測定（図心・三斜・ 
  角度・円弧中心・放射距離・土量計算・回転体）の選択を全て強制的にＮ（不要）
  にします。 

 
    使用例 
        1. PRINT #1,"SMYNNNN"       '座標を測定する 
          INPUT #1,A$                'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                       &H06はASCIIｺｰﾄﾞでACK、&H15はNAKを示す 
 
        2. PRINT #1,"SMNNYYN"       '面積、線長を測定する 
          INPUT #1,A$                'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
 
        3. PRINT #1,"SM"              '測定機能の参照を行う 
          INPUT #1,A$                'A$="SMNNYNN" 面積を測定する 
 
  ３．ＳＵコマンド  (Set  Unit) 
 
   単位の設定及び参照を行います。（角度単位はＳＥコマンドを使います。） 
   ａ．設定時フォーマット 
 
     1) ユーザー単位以外 
        Ｓ | Ｕ c1 | c0  
        2) ユーザー単位 
 Ｓ|Ｕ ４|０|d11|d10|d9|d8|d7|d6|d5|d4|d3|d2|d1|d0  
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     ｂ．参照時フォーマット 
        Ｓ|Ｕ  
     エクスプランは以下のフォーマットでデータを出力します。 
        Ｓ|Ｕ c1|c0|d11|d10|d9|d8|d7|d6|d5|d4|d3|d2|d1|d0  
 
      ｃ．パラメ－タ設定 
 c1c0    単位            単位係数  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０ 
１１ 
１２ 
１３ 
１４ 
１５ 
２０ 
２１ 
２２ 
２３ 
２４ 
３０ 
３１ 
３２ 
４０ 

ｍｍ 
ｃｍ 
  ｍ 
  ｍ／  ａ 
ｋｍ／ｈａ 
ｋｍ 
ｉｎ 
ｆｔ 
ｙｄ 
ｙｄ／ａｃ 
ｍｉ 
 寸 
 尺 
 間／坪 
Ｕ (ﾕｰｻﾞｰ) 

1. 
0.1 
0.001 
0.001/0.0001 
0.000001/0.00001 
0.000001 
0.039370078 
0.003280839 897 
0.001093613 298 
0.001093613 298/0.000015719 58592 
0.000000621 3711922 
0.033 
0.0033 
0.00055/0.00055 
任意 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     1. c1c0は単位コードを示します。 
          2. d11～d0は単位係数を示し、参照時は右詰め、設定時は右詰め左詰めどちら      
         でも可能です。 
          3. 出力時、１０桁に収まりきれない単位係数は１０桁に丸めて出力します。 
          4. 線長と面積の単位が異なるものは、線長の単位係数を出力します。 
 
         使用例 
         1.  PRINT #1,"SU12"           '単位を m に設定 
            INPUT #1,A$               'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                        &H06はASCIIｺｰﾄﾞでACK、&H15はNAKを示す 
 
         2.  PRINT #1,"SU32"           '線長の単位を 間、面積の単位を 坪 に設定 
            INPUT #1,A$               'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
 
         3.  PRINT #1,"SU400.00000054"  '単位をﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ、単位係数を0.00000054(海里) 
            INPUT #1,A$               'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
 
         4.  PRINT #1,"SU"             '単位の参照 
            INPUT #1,A$               'A$="SU12       0.001" m単位を示す 
 
  ４．ＳＳコマンド  (Set  Scale) 
 
   縮尺の設定及び参照を行います。 
  ａ．設定時フォーマット 
    1) 縮尺補正の時 
 Ｓ|Ｓ Ｒ|Ｘ|d11|d10|d9|d8|d7|d6|d5|d4|d3|d2|d1|d0  
 
 Ｓ|Ｓ Ｒ|Ｙ|d11|d10|d9|d8|d7|d6|d5|d4|d3|d2|d1|d0  
 
      2) 実寸補正の時 
 Ｓ|Ｓ Ｃ|Ｘ|c1|c0|d11|d10|d9|d8|d7|d6|d5|d4|d3|d2|d1|d0  
 
 Ｓ|Ｓ Ｃ|Ｙ|c1|c0|d11|d10|d9|d8|d7|d6|d5|d4|d3|d2|d1|d0  
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    ｂ．参照時フォーマット 
    1) 設定値参照 
       Ｓ|Ｓ  
        エクスプランは設定時フォーマット（縮尺補正のとき：縮尺分母；実寸補正のとき 
    ：実寸長（参照距離））で出力します。 
 
      2) 換算値参照 
 Ｓ|Ｓ Ｒ  
        エクスプランは, 実寸補正で縮尺が設定されていても、縮尺補正の時の設定フォ－ 
    マットで, 換算された縮尺分母を出力します。 
 
      1. 縮尺補正時のd11～d0は縮尺データです。 

2. 実寸補正時のd11～d0は実寸長データ（参照距離）であり、c1c0 はその単位を示し 
  前出ＳＵコマンドを参照して下さい。 
3. c1c0 が設定されている単位と異なる場合、d11～d0 はその単位に換算され設定され 
   ます。 

      4. d11～d0は参照時右詰め、設定時は右詰め左詰めどちらでも可能です。 
      5. Ｘ軸及びＹ軸の縮尺が同じ場合は、ＲＹ及びＣＹを省略可能です。 
      6. ＣＸ及びＣＹを設定した場合は、その後実寸長の始点終点の設定場面となり、 
    ＳＥＴモードへ移ります。その後続けてＳコマンドで設定を行う場合、ＳＥＴモード 
     では無効なコマンドが有りますので、その場合ＳＬコマンドで一旦ＲＥＡＤＹモード
    にしてから実行して下さい。 
 
       使用例 
        1. PRINT #1,"SSRX1000"     '縮尺RX,RYに 1/1000 を設定 
          INPUT #1,A$             'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                    &H06はASCIIｺｰﾄﾞでACK、&H15はNAKを示す 
 
        2. PRINT #1,"SSRX1000"     '縮尺RXに 1/1000 を設定 
          INPUT #1,A$             'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
          PRINT #1,"SSRY10000"    '縮尺RYに 1/10000 を設定 
          INPUT #1,A$             'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
 
        3. PRINT #1,"SSCX12500"    '実寸補正CX,CYに 500m を設定 
          INPUT #1,A$             'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                    実寸長の始点終点をポイントする 
 
      注）データアウトスルが設定されていた場合、S/Pｷｰ のタイミングで始点及び終点 
        の機械座標を出力します。詳細は「Ⅷ-1-c-2) 実寸補正の場合」を参照して下さい。 
 
        4. PRINT #1,"SS"           '縮尺の参照 
          INPUT #1,A$             'A$="SSRX       1000." RX=1000 
          INPUT #1,B$             'B$="SSRY       1000." RY=1000 
 
  ５．ＳＡコマンド  (Set  Axis) 
 
   座標軸の設定及び参照を行います。 
     ａ．設定時フォーマット 
    1) 機械軸または原点－Ｘ軸指定による場合 
 Ｓ|Ａ ｃ  
          数学軸または測量軸データを受け取ると、本器は軸設定場面となります。 
      2) 座標既知点指定による場合 
      ① Ｓ|Ａ ｃ|ｐ  
 
      ② Ｓ|Ａ Ｘ|１|c1|c0|d11|d10|d9|d8|d7|d6|d5|d4|d3|d2|d1|d0  
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      ③ Ｓ|Ａ Ｙ|１|c1|c0|d11|d10|d9|d8|d7|d6|d5|d4|d3|d2|d1|d0  
 
      ④ Ｓ|Ａ Ｘ|２|c1|c0|d11|d10|d9|d8|d7|d6|d5|d4|d3|d2|d1|d0  
 
      ⑤ Ｓ|Ａ Ｙ|２|c1|c0|d11|d10|d9|d8|d7|d6|d5|d4|d3|d2|d1|d0  

 
      ⑥ Ｓ|Ａ Ｘ|３|c1|c0|d11|d10|d9|d8|d7|d6|d5|d4|d3|d2|d1|d0
 
      ⑦ Ｓ|Ａ Ｙ|３|c1|c0|d11|d10|d9|d8|d7|d6|d5|d4|d3|d2|d1|d0  
 
       1. 機械軸を設定した場合は無効となります。 
       2. データの受信は①～⑦の方向へ順番に実行されなければなりません。 
       3. ①のデータを受信した後、③、⑤、⑦のデータを受信すると、その座標毎の設 
          定場面となります。 

4. ２点指定の場合は、オペレ－タが（Ｘ２，Ｙ２）点をポイントした後、Noキー 
         を押し設定完了となります。 
 
    ｂ．参照時フォーマット 
       Ｓ|Ａ  
 
      エクスプランは設定時フォーマットで出力します。 
      ２点指示による場合は①～⑤を出力します。 
      ３点指示による場合は①～⑦を出力します。 
 
    ｃ．パラメ－タ設定 
      座標軸  ｃ   ｐ  

 座標軸定義 設定 参照     
     

 機械軸 
 数学軸 

 Ｏ 
 Ｍ 

 
 

 

     
     

 測量軸 
 回転軸 

 Ｓ 
 Ｖ 

 
既知点２点 
既知点３点 
アフィン 

２ 
３ 
４ 

２ 
３ 
４ 

 

     原点－Ｘ軸 
図形対応軸 
軸が未設定 

不可
不可
不可

Ｙ 
Ａ 
Ｎ 

    機械座標の 
    場合は出力 
    されません。 

1. d11～d0 は座標データで、参照時右詰め、設定時は右詰め左詰めどちらでも 
 可能です 

        2. c1c0 は単位を示し前出ＳＵコマンドを参照して下さい。 
 3. c1c0 が設定されている単位と異なる場合、d11～d0 はその単位に換算され 
  設定されます。 

        4. 回転軸は設定できません。 
        5. アフィン座標は設定参照できません。 
 
     注）数学軸及び測量軸を設定した場合は、ＳＥＴモードへ移ります。その後続けて 
     Ｓコマンドで設定を行う場合、ＳＥＴモードでは無効なコマンドが有りますので、 
     その場合ＳＬコマンドで一旦ＲＥＡＤＹモードにしてから実行して下さい。 
 
   使用例 
        1.  PRINT #1,"SAO"         '機械座標軸を選択 
           INPUT #1,A$            'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                    &H06はASCIIｺｰﾄﾞでACK、&H15はNAKを示す 
        2.  PRINT #1,"SAM"         '数学座標軸を選択  原点設定場面となる 
           INPUT #1,A$            'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                    原点及びＸ＋軸をポイントする 
 
      注）データアウトスルが設定されていた場合、S/Pキーのタイミングで原点及びＸ＋ 
        軸の座標を出力します。詳細は「Ⅷ-1-d-2) 原点－Ｘ軸指定デ－タフォ－マット」 
     を参照して下さい。 
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    3.  PRINT #1,"SAS2"        '２点座標指定で測量軸を選択 X1入力場面となる 
           INPUT #1,A$            'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
           PRINT #1,"SAX112100"   'Ｘ１に 100m を設定 
           INPUT #1,A$            'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
            PRINT #1,"SAY112-50"   'Ｙ１に -50m を設定 
            INPUT #1,A$            'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                    '<S/P>ｷｰで(X1,Y1)ﾎﾟｲﾝﾄ 
            INPUT #1,A$            'A$="X -54.59362466mm" Ｘ１機械座標 
            INPUT #1,B$            'B$="Y  176.5091662mm" Ｙ１機械座標 
            PRINT #1,"SAX212-100"  'Ｘ２に -100m を設定 
            INPUT #1,A$            'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
            PRINT #1,"SAY212200"   'Ｙ２に 200m を設定  
            INPUT #1,A$            'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                    '<S/P>ｷｰで(X2,Y2)ﾎﾟｲﾝﾄ  
            INPUT #1,A$            'A$="X  191.6232225mm" Ｘ２機械座標 
            INPUT #1,B$            'B$="Y -28.56270987mm" Ｙ２機械座標 
                                    '<NO>ｷｰで設定完了 
            INPUT #1,A$            'A$="RX 999.1366796  " Ｘ軸縮尺 
            INPUT #1,B$            'B$="RY 999.1366796  " Ｙ軸縮尺 
     
         注）本使用例はデータアウトスルが設定されていた場合です。データアウトシナイ 
       が設定されていた場合は１点目と２点目の機械座標及び縮尺を出力しません。 
 
    4.  PRINT #1,"SA"           '座標軸を参照 
            INPUT #1,A$             'A$="SAMN" 数学座標軸、軸未設定 
 
        5.  PRINT #1,"SA"           '座標軸を参照 
            INPUT #1,A$             'A$="SAS3" ３点指定による数学座標軸 
            INPUT #1,X1$            'X1$="SAX112        100." X1=100m 
            INPUT #1,Y1$            'Y1$="SAY112         50." Y1=50m 
            INPUT #1,X2$            'X2$="SAX212        200." X2=200m 
            INPUT #1,Y2$            'Y2$="SAY212        150." Y2=150m 
            INPUT #1,X3$            'X3$="SAX312        250." X3=250m 
            INPUT #1,Y3$            'Y3$="SAY312        -50." Y3=-50m 
 
 ６．ＳＢコマンド   (Set  Bias  origin) 
 
      原点偏移の設定及び参照を行います。 
    ａ．設定時フォーマット 
 Ｓ|Ｂ Ｂ|Ｘ|c1|c0|d11|d10|d9|d8|d7|d6|d5|d4|d3|d2|d1|d0  
 
 Ｓ|Ｂ Ｂ|Ｙ|c1|c0|d11|d10|d9|d8|d7|d6|d5|d4|d3|d2|d1|d0  
 
  ｂ．参照時フォーマット 
 Ｓ|Ｂ  
 
     エクスプランは設定時フォーマットで出力します。 
 

1. d11～d0 は原点偏移データで、参照時右詰め、設定時は右詰め左詰めどちらでも 
 可能です。 

   2. c1c0 は単位を示し前出ＳＵコマンドを参照して下さい。 
3. c1c0 が設定されている単位と異なる場合、d11～d0 はその単位に換算され設定 
  されます。 

 
    使用例 
      1.  PRINT #1,"SBBX12-5000"       'ＢＸに -5000m を設定 
          INPUT #1,A$                  'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
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                                       '&H06はASCIIｺｰﾄﾞでACK、&H15はNAKを示す 
          PRINT #1,"SBBY1210000"       'ＢＹに 10000m を設定 
          INPUT #1,A$                  'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
      2.  PRINT #1,"SB"                '原点偏移量を参照 
          INPUT #1,A$                  'A$="SBBX11       1000." BX=1000cm 
          INPUT #1,B$                  'B$="SBBY11      -2000." BY=-2000cm 
 
  ７． ＳＦコマンド (Set  Fix) 
 
   小数桁指定の設定及び参照を行います。 
  ａ．設定時フォーマット 
 Ｓ|Ｆ ｃ  
 
  ｂ．参照時フォーマット 
 Ｓ|Ｆ        エクスプランは設定時フォーマットで出力します。 
 
    ｃ．パラメ－タ設定   
 桁指定  ｃ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

しない 
０桁 
１桁 
２桁 
３桁 
４桁 
５桁 
６桁 
７桁 
８桁 
９桁 

 Ｎ
 ０
 １
 ２
 ３
 ４
 ５
 ６
 ７
 ８
 ９

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  使用例 
   1. PRINT #1,"SF2"           '小数桁指定２桁を設定 
         INPUT #1,A$              'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                   '&H06はASCIIｺｰﾄﾞでACK、&H15はNAKを示す 
     2.  PRINT #1,"SF"            '小数桁指定を参照 
         INPUT #1,A$              'A$="SFN" 桁指定しない 
 
 ８． ＳＮコマンド    (Set  Numbering) 
 
   ナンバー選択の設定及び参照を行います。 
  ａ．設定時フォーマット 
 Ｓ|Ｎ ｃ  
 
  ｂ．参照時フォーマット 
 Ｓ|Ｎ       エクスプランは設定時フォーマットで出力します。 
 
    ｃ．パラメ－タ設定 
 ナンバー  ｃ  
 
 
 

付けない 
測定中 
測定後 

 Ｎ 
 Ｄ 
 Ａ 

 
 
 

 
  使用例 
   1.  PRINT #1,"SND"             '測定中ナンバーを付けるを選択 
         INPUT #1,A$                'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                     '&H06はASCIIｺｰﾄﾞでACK、&H15はNAKを示す 
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      2.  PRINT #1,"SN"              'ナンバー選択を参照 
         INPUT #1,A$                'A$="SNA" 測定後ナンバーを付ける 
 
  ９． ＳＩコマンド  (Set Interface condition) 
 
   通信条件の設定及び参照を行います。 
    ａ．設定時フォーマット 
 Ｓ|Ｉ cL|cb|cp|cs|cd|cc  
     コンピュータはＡＣＫ受信後から新通信条件でデータの送受信を行います。 
 
  ｂ．参照時フォーマット 
 Ｓ|Ｉ       エクスプランは設定時フォーマットで出力します。 
 
    ｃ．パラメ－タ設定 
  データ長  cL  パリティ  cp   デリミタ  cd  
 
 

 ８ビット 
 ７ビット 

 ８ 
 ７ 

 
 

無し 
ｏｄｄ 

 Ｎ
 Ｏ

 
 

 ＣＲＬＦ 
 ＣＲ 

 ０
 １

 
 

 ｅｖｅｎ  Ｅ   ＬＦ  ２  
 
 ボーレート  cb  ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ  cs    ｺﾝﾄﾛｰﾙ  cc  
 
 

    ３００ 
    ６００ 

 ０ 
 １ 

 
 

２ビット
１ビット

 ２
 １

 
 

  ＯＦＦ 
  ＲＯＮ 

 Ｎ
 Ｒ

 
 

   １２００  ２    ＸＯＮ  Ｘ  
 
 
 
 

  ２４００ 
  ４８００ 
  ９６００ 
１９２００ 

 ３ 
 ４ 
 ５ 
 ６ 

 
 
 
 

   注）ＳＩコマンドで注意をしなければならない事は、ＳＩコマンド実行時双方の通信 
     条件が必ず一致していなければならないということです。一致させる一つの方法 
     としては <CE/C>キーを押しながらパワーＯＮさせエクスプランの通信条件を初 
     期条件に設定する方法があります。 
 
   使用例 
    1.  PRINT #1,"SI85N10N"      'ﾃﾞｰﾀ長:8ﾋﾞｯﾄ ﾎﾞｰﾚｰﾄ:9600ﾎﾞｰ ﾊﾟﾘﾃｨ:ﾅｼ 
                                    'ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ:1ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞﾘﾐﾀ:CRLF ｺﾝﾄﾛｰﾙ:OFF 
          INPUT #1,A$             'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                    '&H06はASCIIｺｰﾄﾞでACK、&H15はNAKを示す。 
          FOR I=1 TO 1000:NEXT I  'ﾀｲﾏｰ この後ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ側の転送条件を変え新転 
                                    '送条件で実行する。 cf.転送条件を変更後十分な 
                                    '時間を得られればこのﾀｲﾏｰは必要ない 
                                   
       2.  PRINT #1,"SI"             '転送条件を参照 
          INPUT #1,A$              'A$="SI82N20N" 
                                    'ﾃﾞｰﾀ長:8ﾋﾞｯﾄ ﾎﾞｰﾚｰﾄ:1200ﾎﾞｰ ﾊﾟﾘﾃｨ:ﾅｼ 
                                    'ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ:2ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞﾘﾐﾀ:CRLF ｺﾝﾄﾛｰﾙ:OFF 
 
  １０． ＳＤコマンド    (Set Draw) 
 
        マ－ク座標をエクスプランに送り、マ－ク誘導画面を表示させます。 
 Ｓ|Ｄ Ｘ|Ｍ|c1|c0|d11|d10|d9|d8|d7|d6|d5|d4|d3|d2|d1|d0  
 
 Ｓ|Ｄ Ｙ|Ｍ|c1|c0|d11|d10|d9|d8|d7|d6|d5|d4|d3|d2|d1|d0  

1. c1c0は単位コードを示します（ＳＵコマンド参照）。 
    2. c1c0 が設定されている単位と異なる場合、d11～d0 はその単位に換算され設定 
   されます。 

          3. d11～d0はマ－ク座標値を示し、右詰め左詰めどちらでも可能です。 
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          4. 参照機能はありません。 
 
   使用例 
      1.  PRINT #1,"SDXM12-500"        'ＸＭに -500m を設定 
          INPUT #1,A$                  'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                        '&H06はASCIIｺｰﾄﾞでACK、&H15はNAKを示す 
          PRINT #1,"SDYM12500"       'ＹＭに 500m を設定 
          INPUT #1,A$                  'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
 
                     

 
 

                                        この結果、エクスプランはマ－クモ－ドに入り 
                    マ－ク誘導画面が現れます。 オペレ－タが 
                    ＭＡＲＫ、ＣＥ／Ｃキ－のどちらかを押すこ 
                    とでマ－クモ－ドが終了します。 
 
      2.  PRINT #1,"SD"                'ＳＤには参照機能はない 
         INPUT #1,A$                  'A$=CHR$(&H15)、ＮＡＫが返信される。 
 
  １１． ＳＰコマンド         (Set  Print) 
 
   データアウトスル／シナイの設定及び参照を行います。 
  ａ．設定時フォーマット 
 Ｓ|Ｐ ｃ  
 
  ｂ．参照時フォーマット 
 Ｓ|Ｐ         エクスプランは設定時フォーマットで出力します。 
 
  ｃ．パラメ－タ設定 
 データアウト  ｃ  
 
 

  シナイ 
  スル 

 Ｎ 
 Ｙ 

 
 

   注）データアウトスル／シナイの設定は本器のキー操作によるデータを出力するか 
     しないかの設定であって、コンピュータから送られてくるコマンドに対しては、 
     いつでも有効です。 
 
   使用例 
        1.  PRINT #1,"SPY"         'ﾃﾞｰﾀｱｳﾄｽﾙを選択 
           INPUT #1,A$            'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                   '&H06はASCIIｺｰﾄﾞでACK、&H15はNAKを示す 
 
        2.  PRINT #1,"SP"          'ﾃﾞｰﾀｱｳﾄｽﾙ/ｼﾅｲの参照 
           INPUT #1,A$            'A$="SPN" ﾃﾞｰﾀｱｳﾄｼﾅｲ 
 
  １２．ＳＣコマンド    (Set  Continuous/point mode) 
 
   測定におけるコンティニュアス／ポイントモードの設定及び参照を行います。 
 
  ａ．設定時フォーマット 
 Ｓ|Ｃ ｃ  
 
  ｂ．参照時フォーマット 
 Ｓ|Ｃ       エクスプランは設定時フォーマットで出力します。 
  ｃ．パラメ－タ設定 
     モード  ｃ  
 
 

コンティニュアス 
ポイント 

 Ｃ 
 Ｐ 
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   使用例 
        1.  PRINT #1,"SCP"         'ﾎﾟｲﾝﾄﾓｰﾄﾞを選択 
           INPUT #1,A$            'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                   '&H06はASCIIｺｰﾄﾞでACK、&H15はNAKを示す 
 
        2.  PRINT #1,"SC"          'ｺﾝﾃｨﾆｭｱｽ/ﾎﾟｲﾝﾄﾓｰﾄﾞを参照 
           INPUT #1,A$            'A$="SCC" ｺﾝﾃｨﾆｭｱｽﾓｰﾄﾞ 
 
  １３．ＳＬコマンド    (Set mode Level) 
 
   実行モードの設定及び参照を行います。 
 
  ａ．設定時フォーマット 
    1) ＲＥＡＤＹ、ＳＦＴ ＳＥＴモード 
 Ｓ|Ｌ ｃ  
 
      2) ＳＥＴモード 
 Ｓ|Ｌ ｃ|ｌ  
 
    ｂ．参照時フォーマット 
 Ｓ|Ｌ  
     エクスプランは設定時フォーマットで出力します。 
 
  ｃ．パラメ－タ設定 
      モード  ｃ 設定        設定効果  
 
 
 
 
 
 

ＲＥＡＤＹ 
ＳＥＴ 
ＳＦＴ  ＳＥＴ 
測定 
マ－ク 
マウス 

 Ｒ 
 Ｓ 
 Ｉ 
 Ｍ 
 Ｄ 
 Ｎ 

 可
 可
 可
不可
不可
不可

<CE/C>キー押した場面へ 
<SET>キー押した場面へ 

<SFT><SET>キー押した場面へ
－ 
－ 
－ 

 
 
 
 
 
 

     （他モ－ドから 測定／マ－ク モ－ドに入ることはできない。）           
                         
     （ＳＥＴモ－ド内）                                       
     レベル  ｌ        設定効果  
 
 
 
 
 
 
 

測定機能設定 
単位設定 
縮尺設定 
座標軸設定 
原点偏移設定 
小数桁指定設定 
ナンバー選択設定 

 １ 
 ２ 
 ３ 
 ４ 
 ５ 
 ６ 
 ７ 

<1><SET>キー押した場面へ 
<2><SET>キー押した場面へ 
<3><SET>キー押した場面へ 
<4><SET>キー押した場面へ 
<5><SET>キー押した場面へ 
<6><SET>キー押した場面へ 
<7><SET>キー押した場面へ 

 
 
 
 
 
 
 

 
         1. ｌはＳＥＴモードのみ有効です。                             
         2. ＳＥＴモードの設定でｌが省略された場合はｌ＝１となります。 
 
      使用例 
        1.  PRINT #1,"SLR"         'READYﾓｰﾄﾞに設定 
           INPUT #1,A$            'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                   '&H06はASCIIｺｰﾄﾞでACK、&H15はNAKを示す 
        2.  PRINT #1,"SLS3"        '縮尺設定場面へ 
           INPUT #1,A$            'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                             
        3.  PRINT #1,"SL"          'モードの参照 
           INPUT #1,A$            'A$="SLM" 測定モード 
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 １４．ＳＫコマンド   (Set Key) 
 
   キーの有効／無効の設定及び参照を行います。 
  ａ．設定時フォーマット 
 Ｓ |Ｋ k01|k02|k03|k04|k05|k06|k07|k08|k09|k10|k11|k12|k13  
 k14|k15|k16|k17|k18|k19|k20|k21|k22|k23|k24|k25|k26|k27  
 
  ｂ．参照時フォーマット 
 Ｓ|Ｋ      エクスプランは設定時フォーマットで出力します。 
 
  ｃ．パラメ－タ設定 
 データ   キー データ  キー データ     キー  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 k01 
 k02 
 k03 
 k04 
 k05 
 k06 
 k07 
 k08 
 k09 
 k10 

CE/C 
RM 
SFT CLM 
+M 
SFT CLΣ 
+Σ 
END 
SFT FEED 
COPY 
SFT SET 

 k11 
 k12 
 k13 
 k14 
 k15 
 k16 
 k17 
 k18 
 k19 
 k20 

SET 
YES 
NO 
+/- 
SFT P/C 
P/NP 
SFT # 
#P 
SFT 
0-9, . 

 k21 
 k22 
 k23 
 k24 
 k25 
 k26 
 K27 
 
 
 

F0-F4,SFT F5-F9
CANCEL 
ARC 
CONTINUOUS 
START/POINT 
MARK 
MOUSE 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
       1. データにはキーが有効の場合Ｙ、無効の場合Ｎが入ります。      
       2. Ｙが選択されてもシステム（エクスプランの内部規約）が優先されます。   
       3. パワーＯＮ時はすべてのキーが有効となります。                
       4. 設定の値は本器の電源を切ると無効となります。                
       5. この設定によりオペレ－タの不必要なキー操作を排除する事が出来ます。 
    6. ｋ２６の指定がないＳＫコマンドも有効に受信し、このときエクスプランは 
     ＭＡＲＫキ－を無条件に無効にします。（３６０Ｃとの互換性のため） 
       7. ｋ２7の指定がないＳＫコマンドも有効に受信し、このときエクスプランは 
     ＭＯＵＳＥキ－を無条件に無効にします。（３６０Ｃとの互換性のため） 
 
     使用例 
     1.  PRINT #1,"SKYNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNYNN"   'CLｷｰ、S/Pｷｰのみ有効 
        INPUT #1,A$                 'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                     '&H06はASCIIｺｰﾄﾞでACK、&H15はNAKを示す 
 
     2.  PRINT #1,"SKYNNNNNNNNNNNNYNNNNYYYNNNNNN"  'CL,+/-,SFT,ﾃﾝｷｰ,Fｷｰのみ
                                                              ‘有効 
        INPUT #1,A$                 'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
 
     3.  PRINT #1,"SK"               'キー有効／無効の参照 
        INPUT #1,A$                 'A$="SKYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYY"
                                       全てのキーが有効 
  １５．ＳＷコマンド    (Set  poWer) 
 
   オートパワーオフ機能の有効／無効の設定及び参照を行います。 
  ａ．設定時フォーマット 
 Ｓ|Ｗ ｃ  
  ｂ．参照時フォーマット 
 Ｓ|Ｗ        エクスプランは設定時フォーマットで出力します。 
  ｃ．パラメ－タ設定 
 オートパワーオフ  ｃ  
 
 

    有効 
    無効 

 Ｙ 
 Ｎ 
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   パワーＯＮ時はオートパワーオフ機能が有効であり、２０分間放置された場合、電源が 
   自動的に切れます。但し測定中（測定モ－ドのとき）は切れません。 
   設定値は電源を切ると無効となります。 
 
   使用例 
       1.  PRINT #1,"SWN"              'オートパワーオフ機能を無効に設定 
          INPUT #1,A$                 'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                       '&H06はASCIIｺｰﾄﾞでACK、&H15はNAKを示す 
 
       2.  PRINT #1,"SW"               'オートパワーオフ機能有効／無効の参照 
          INPUT #1,A$                 'A$="SWY" オートパワーオフ機能有効 
 
  １６．ＳＴコマンド     (Set  delay  Time) 
 
   エクスプランがコンピュータからデータを受信し、それに対応するデータを送信する 
   までのディレイタイムの設定及び参照を行います。 
  ａ．設定時フォーマット 
 Ｓ|Ｔ d1|d0  
 
  ｂ．参照時フォーマット 
 Ｓ|Ｔ  
      エクスプランは設定時フォーマットで出力します。 
 

1. d1～d0の範囲は００～５０であり、重みは２０ｍｓｅｃで、それらは０～１０００ 
   ｍｓｅｃに相当します。 
2. パワーオン時（ディレイタイム未設定時）には、本コマンドのみ１０００ｍｓｅｃの 
  ディレイタイムが適応され、ディレイタイムが設定された時は、そのディレイタイム  
  が適応されます。 

 3.  電源を切ると設定値は無効となります。（ディレイタイムは０となります） 
 4.  連続してデータを送る場合も適応されます。（例えば、座標を送る場合、Ｘ座標を 
  送り次にＹ座標を送る間） 

    5.  このコマンドは、半二重通信、データ処理速度の遅いコンピュータなどと接続する 
  場合有効です。 

 
      使用例 
        1.  PRINT #1,"ST10"        'デレイタイムを200msecに設定 
           INPUT #1,A$            'A$=CHR$(&H06)はＯＫ、A$=CHR$(&H15)はＮＧ 
                                   '&H06はASCIIｺｰﾄﾞでACK、&H15はNAKを示す 
                              
        2.  PRINT #1,"ST"          'デレイタイムの参照 
           INPUT #1,A$            'A$="ST00" デレイタイム設定無し 
 
 １７．Ｄコマンド    (Display) 
 
   エクスプランはＤコマンドを受信すると、Ｄに続いて送られる文字を最大３２文字、 
   ディスプレイの左上から右下の順序で表示します。 
   ａ．設定フォーマット                                               
    Ｄ c01|c02|c03|c04|c05|c06|c07|c08|c09|c10|c11|c12|c13|c14|c15|c16|c17  
    c18|c19|c20|c21|c22|c23|c24|c25|c26|c27|c28|c29|c30|c31|c32  
    1. c01 はディスプレイ左上に相当し、c32 はディスプレイ右下に相当します。 
    2. Ｄだけの場合はディスプレイクリアとなります。 
 
     使用例 
       1.  PRINT #1,"Dﾀｶｻｦ ﾆｭｳﾘｮｸｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ! <ﾁｽｳ>+ F0"         エクスプランの表示     
 
                             

ﾀｶｻｦ ﾆｭｳﾘｮｸｼﾃ ｸﾀ 
ﾞｻｲ! <ﾁｽｳ>+ F0 
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  １８．Ｃコマンド    (Clear) 
 
   エクスプランはＣコマンドを受信するとディスプレイをクリアします。 
  ａ．設定フォーマット 
 Ｃ  
 
   使用例 
    1.  PRINT #1,”C”                           エスプランの表示 
 
 

    無表示 
 

 
 

 １９． Ｂコマンド    (Blinking) 
 
   エクスプランはＢコマンドを受信すると、ディスプレイをブリンキング（点滅）させ 
   たり、止めたりします。 
  ａ．設定フォーマット 
 Ｂ ｃ  
 
    ｂ．パラメ－タ設定 
 ｃ ブリンキング  
 
 

１ 
０ 

  ＯＮ 
  ＯＦＦ 

 
 

    ＯＮはブリンキングを開始し、ＯＦＦはブリンキングを中止します。 
 
   使用例 
    1.  PRINT #1,"B1"                  'ブリンキングＯＮ 
 
        2.  PRINT #1,"B0"                  'ブリンキングＯＦＦ 
 
  ２０． ＢＺコマンド    (BuZzer) 
 
    エクスプランは、ＢＺコマンドを受信するとブザーを鳴らします。 
   ａ．設定フォーマット 
 Ｂ|Ｚ ｃ  
 
     ｂ．パラメ－タ設定      
 ｃ        動      作  
 
 
 
 

１ 
２ 
３ 
４ 

ブザーを１回ピッと鳴らす 
ブザーを２回ピピッと鳴らす 
ブザーを３回ピピピッと鳴らす
ブザーを２秒間ピーと鳴らす 

 
 
 
 

 
   使用例 
    1.  PRINT #1,"BZ2"                 'ブザーを２回ピピッと鳴らす 
 
        2.  PRINT #1,"BZ4"                 'ブザーを２秒間ピーと鳴らす 
 
  ２１．ＳＵ、ＳＳ、ＳＡ、ＳＢ、ＳＵ、ＳＳ、ＳＡ、ＳＢ、ＳＵ、ＳＳ、ＳＡ、ＳＢ、ＳＵ、ＳＳ、ＳＡ、ＳＢ、ＳＤコマンドにおけるＳＤコマンドにおけるＳＤコマンドにおけるＳＤコマンドにおける d11～～～～d0 の説明の説明の説明の説明 
 
   ａ．数値の範囲 
       ±０．００００００００１～±９９９９９９９９９９（１０桁＋サイン＋小数点） 
   ｂ．＋記号及び０．で始まる値の０は省略可能です。 
   ｃ．ＳＵ、ＳＳコマンドにおいては、マイナスはプラスに、０は１に置き変わり設定 
          されます。 
   ｄ．設定時は右詰め左詰めどちらでも可能で、参照時は右詰めとなります。 
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   使用例  
    1.  ＳＢＢＸに "-1.2345 m" を設定する場合 
            PRINT #1,"SBBX12-1.2345" 
            PRINT #1,"SBBX12   -1.2345" 
            PRINT #1,"SBBX12     -1.2345" 
 
        2.  ＳＢＢＸに "0.12345 m"を設定する場合 
            PRINT #1,"SBBX120.12345" 
            PRINT #1,"SBBX12.12345" 
            PRINT #1,"SBBX12+0.12345" 
 

Ⅷ ． エ ク ス プ ラ ン か ら の 測 定 デ － タ 入 力 に つ い てⅧ ． エ ク ス プ ラ ン か ら の 測 定 デ － タ 入 力 に つ い てⅧ ． エ ク ス プ ラ ン か ら の 測 定 デ － タ 入 力 に つ い てⅧ ． エ ク ス プ ラ ン か ら の 測 定 デ － タ 入 力 に つ い て  
 
  オペレ－タがエクスプランのキ－を押す毎に、デ－タがコンピュ－タに転送されます。 
  （「デ－タアウトスル」になっているとき）。デ－タの要・不要に関係なく転送デ－タは 
  プログラムで読込み, 不必要なものはそのまま読み捨てないと、次のデ－タが転送不能と 
  なります。 
 
 １．測定諸条件選択の読込み  
   通常はＳコマンドを使ってプログラム側から測定条件を設定するほうがプログラミング 
   は簡単です。しかしながらオペレ－タに測定条件を選択させそれを読込んで判断するこ 
   とも可能です。マウスモードでは測定条件設定データは出力されません。 
 
    ａ．測定機能選択操作の読み込み 
        ＳＥＴ，ＹＥＳ，ＮＯキ－を使ったオペレ－タの選択を読み込みます。 
      転送デ－タフォ－マット 
 
 

 測定機能  
   １桁 

 オペレ－タ選択 
      １桁 

 
 

         1) 測定機能コ－ド           Ｘ ・ 座標        Ｇ ・ 図心         
                                     ｄ ・ 辺長        Ｔ ・ 三斜      
                                     Ａ ・ 面積        Ｋ ・ 角度      
                                     Ｌ ・ 全長        Ｐ ・ 円弧中心  
                                     ｒ ・ 半径        Ｒ ・ 放射距離  
                            Ｄ ・ 土量計算 
                             Ｖ ・ 回転体 
     2) オペレ－タ選択コ－ド     Ｙ ・ 要      
                                     Ｎ ・ 不要    

注１．ＳＥＴキ－は既存値（ＹまたはＮ）を送るのみで変更はなし。 
注２．特殊測定（図心・三斜・角度・円弧中心･放射距離・土量計算・回転体） 
   の選択ではＮＯキ－を押してもそのデ－タ（例えば A$="GN"）は出力 
   されない。ＹＥＳデ－タ（例えば A$="GY"）だけが出力される。 

            注３．「特殊測定ＹＥＳ／ＮＯ」の画面の選択操作は出力対象外です。 
 
         《使用例》                                               
             INPUT #1,A$                    'A$="XY" 座標要     
             INPUT #1,B$                    'B $="dN" 辺長不要   
 
    ｂ．単位選択操作の読み込み（長さ・面積・角度） 
    単位は選択されたものだけ（ＹＥＳキ－）が転送され，ＮＯキ－で不要とされたもの 
    は転送されません。それで入力文は１回のみです。 
 
   転送デ－タフォ－マット（１６桁） 
    1)既存単位 
      
      

単位デ－タＩＤ 
２～７桁 

残り余白 
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          既存単位の種類（長さ・面積） 
 単位 ＩＤ 単位 ＩＤ  

ｍｍ ｍ|ｍ|  |  |  | 尺   |F1|  |  |  |  |  
 ｃｍ ｃ|ｍ| |  |  | 間／坪 F2|／|F3|F4| |  
   ｍ   |ｍ|  |  |  | ｉｎ ｉ|ｎ|  |  |  |  |  
   ｍ／  ａ   |ｍ|／|  |ａ| ｆｔ ｆ|ｔ|  |  |  |  |  
 ｋｍ／ｈａ ｋ|ｍ|／|ｈ|ａ| ｙｄ ｙ|ｄ|  |  |  |  |  
 ｋｍ ｋ|ｍ|  |  |  | ｙｄ／ａｃ ｙ|ｄ|／|ａ|ｃ| |  
   寸   |F0|  |  |  | ｍｉ ｍ|ｉ|  |  |  |  |  
    寸、尺、間、坪で使用しているF0～F4はキャラクタコードで１６進で表しています。 
 
          既存単位の種類（角度） 
 単位 ＩＤ  
  度分 ｄ|ｅ|ｇ|／|ｍ|ｉ|ｎ     角度選択の画面は特殊測定で角度を 
  度 ｄ|ｅ|ｇ|  |  |  |     ＹＥＳとすると現れるもので、長さ 
   ｇｏｎ ｇ|ｏ|ｎ|  |  |  |     ・面積単位の選択画面とは異なりま 
   ラジアン ｒ|ａ|ｄ|ｉ|ａ|ｎ|     す。 
 
        2)ユ－ザ単位のフォ－マット（長さ・面積単位のみ）                         
    Ｕ|△| | | |ユ|ー|ザ|ー|係|数| | | |△|△  
          ユーザー係数は３桁目から１４桁目の範囲で右詰め１２桁で出力します。 
 
       《使用例》  
         1.  INPUT #1,A$                    'A$=" m              " m 単位 
         2.  INPUT #1,A$                    'A$="radian          " 角度＝ラジアン 
         3.  INPUT #1,A$                    'A$="U   0.00000054  " ユーザー単位 
    ｃ．縮尺設定操作の読み込み 
 
        1)縮尺補正の場合 
      転送デ－タフォ－マット（１６桁） 
 
 

  デ－タＩＤ  
    ２桁 

  縮尺率分母    
     １２桁 

   空白 
     ２桁 

 
 

          デ－タＩＤ： ＣＲ＝縮尺補正  ＲＸ＝Ｘ軸縮尺  ＲＹ＝Ｙ軸縮尺  
     ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ----------《出力フォーマット》--------- 
3 ﾎｾｲ        Y/N    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> C|R  
ｼｭｸｼｬｸﾎｾｲ      Y  
 
ｼｭｸｼｬｸ    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> R|X| | | | | | | |1|0|0|0|.| |  
RX       1000.  
 
ｼｭｸｼｬｸ    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> R|Y| | | | | | | |2|0|0|0|.| |  
RY       2000.  
 
    2)実寸補正の場合 
     転送デ－タフォ－マット（１６桁） 
 
 

  デ－タＩＤ  
    ２桁 

 実寸長／座標デ－タ 
     １２桁 

単位 
２桁 

 
 

          デ－タＩＤ ：  ＣＭ＝実寸補正    ＣＸ＝Ｘ実寸長   ＣＹ＝Ｙ実寸長   
                         Ｘ  ＝Ｘ機械座標  Ｙ  ＝Ｙ機械座標              
 
     ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ----------《出力フォーマット》--------- 
3 ﾎｾｲ        Y/N    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> C|M  
ｼﾞｯｽﾝﾎｾｲ       Y  
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ｼﾞｯｽﾝﾎｾｲ(X)    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> C|X  | | | | | | | |2|0|0|.| |m  
CX        200. m  
 
ｼﾞｯｽﾝﾎｾｲ(X)ｼﾃﾝ <S/P> X|  |1|7|.|0|6|6|8|7|8|3|7|m|m  
ﾎﾟｲﾝﾄ ｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ  Y| -|1|0|9|.|1|7|6|9|1|2|2|m|m  
                                        Ｘ方向始点機械座標を示す 
ｼﾞｯｽﾝﾎｾｲ(X)ｼｭｳﾃﾝ <S/P> X|  |2|1|7|.|1|3|2|5|0|2|5|m|m  
ﾎﾟｲﾝﾄ ｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ  Y| -|1|1|2|.|3|6|8|3|0|4|1|m|m  
                                        Ｘ方向終点機械座標を示す 
ｼﾞｯｽﾝﾎｾｲ(Y)    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> C|Y  | | | | | | | |5|0|0|.| |m  
CY        500. m  
 
ｼﾞｯｽﾝﾎｾｲ(Y)ｼﾃﾝ    <S/P> X|  |2|1|7|.|1|3|2|5|0|2|5|m|m  
ﾎﾟｲﾝﾄ ｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ  Y| -|1|0|9|.|2|6|5|0|7|2|5|m|m  
                                        Ｙ方向始点機械座標を示す 
ｼﾞｯｽﾝﾎｾｲ(Y)ｼｭｳﾃﾝ    <S/P> X|  |2|2|.|4|7|3|1|1|3|4|1|m|m  
ﾎﾟｲﾝﾄ ｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ  Y|  |1|9|0|.|9|1|9|9|5|3|1|m|m  
                                        Ｙ方向終点機械座標を示す 
 
    1. 置数値入力は省略してあります。 
        2. 実寸補正値を置数入力した場合のみ始点終点の設定場面が表示されます。 
        3. 機械座標については S/Pｷｰ が押された点の機械座標がそのまま出力され、単位は 
    "mm" で縮尺は掛けられておりません。ユ－ザプログラムで適当に処理して下さい。 

    《使用例》 
          （縮尺補正の場合） 
     1.  INPUT #1,A$                    'A$="CR" 縮尺補正選択 
             INPUT #1,B$                    'B$="RX       1000.  " RX=1000 
             INPUT #1,C$                    'C$="RY       2000.  " RY=2000 
 
     （実寸補正の場合：機械座標） 
          2.  INPUT #1,A$            'A$="CM" 実寸補正選択 
             INPUT #1,B$            'B$="CX        200. m" CX=200m 
             INPUT #1,C$           'C$="X  17.06687837mm" Ｘ方向始点Ｘ機械座標 
             INPUT #1,D$            'D$="Y -109.1769122mm" Ｘ方向始点Ｙ機械座標 
             INPUT #1,E$            'E$="X  217.1325025mm" Ｘ方向終点Ｘ機械座標 
             INPUT #1,F$            'F$="Y -112.3683041mm" Ｘ方向終点Ｙ機械座標 
             INPUT #1,G$            'G$="CY        500. m" CY=500m 
             INPUT #1,H$            'H$="X  217.1325025mm" Ｙ方向始点Ｘ機械座標 
             INPUT #1,I$            'I$="Y -109.2650725mm" Ｙ方向始点Ｙ機械座標 
             INPUT #1,J$            'J$="X  22.47311341mm" Ｙ方向終点Ｘ機械座標 
             INPUT #1,K$            'K$="Y  190.9199531mm" Ｙ方向終点Ｙ機械座標 
 
  ｄ．座標軸設定操作の読み込み 
 
   1)座標軸の選択デ－タフォ－マット（３桁） 
   ﾃﾞ-ﾀID(2桁)    選択ｺ-ﾄﾞ  
   Ｘ    Ｙ       1桁  
       選択コード ： Ｏ＝機械軸    Ｍ＝数学軸    Ｓ＝測量軸    
 
    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ----------《出力フォーマット》--------- 
4 ｻﾞﾋｮｳｼﾞｸ   Y/N    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> X|Y O  
ｷｶｲｻﾞﾋｮｳｼﾞｸ    Y  
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4 ｻﾞﾋｮｳｼﾞｸ   Y/N    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> X|Y M  
ｽｳｶﾞｸｼﾞｸ       Y  
 
4 ｻﾞﾋｮｳｼﾞｸ   Y/N    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> X|Y S  
ｿｸﾘｮｳｼﾞｸ       Y  
 
   2)原点－Ｘ軸指定デ－タフォ－マット（１６桁） 
 
 

  ﾃﾞｰﾀID  
   ２桁 

    座標デ－タ   
        １２桁 

  単位 
  ２桁 

 
 

          デ－タＩＤ ： ＸＯ＝原点Ｘ座標  ＹＯ＝原点Ｙ座標   
              ＸＸ＝Ｘ軸Ｘ座標  ＹＸ＝Ｘ軸Ｙ座標                    
 
    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ----------《出力フォーマット》--------- 
ｼﾞｸｾｯﾃｲ ｹﾞﾝﾃﾝ    <S/P> X|O  | | | |1|1|0|0|0|.|0|0| |m  
ﾎﾟｲﾝﾄ ｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ  Y|O  | | | | |6|0|0|0|.|0|0| |m  
                                    原点座標（原点偏移、小数桁指定有効） 
ｼﾞｸｾｯﾃｲ X(+)ｼﾞｸ    <S/P> X|X  | | | |1|2|3|4|9|.|3|4| |m  
ﾎﾟｲﾝﾄ ｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ  Y|X  | | | | |6|0|0|0|.|0|0| |m  
                                    Ｘ軸＋方向座標（原点偏移、小数桁指定有効） 

1. 数学軸または測量軸が選択された時のみ軸設定場面となります。 
2. 原点座標、Ｘ軸＋方向座標は S/Pｷｰ が押された点の座標です。ユーザーソフト 
で適当に排除して下さい。 
 

      3)座標既知点指定デ－タフォ－マット（１６桁） 
 
 

  ﾃﾞｰﾀID  
   ２桁 

  座標／縮尺デ－タ  
        １２桁 

単位／空白 
  ２桁 

 
 

           デ－タＩＤ ： Ｘ１＝第１点目Ｘ座標  Ｙ１＝第１点目Ｙ座標  
                           Ｘ２＝第２点目Ｘ座標  Ｙ２＝第２点目Ｙ座標  
                       Ｘ３＝第３点目Ｘ座標  Ｙ３＝第３点目Ｙ座標                
                        Ｘ  ＝Ｘ機械座標      Ｙ  ＝Ｙ機械座標 
                           ＲＸ＝Ｘ軸縮尺        ＲＹ＝Ｙ軸縮尺 
    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ----------《出力フォーマット》--------- 
ｻﾞﾋｮｳ ｼﾃｲ ﾆｭｳﾘｮｸ <YES> ﾏﾀﾊ <SET> X|1  | | | | | | | |1|0|0|.| |m  
X1        100. m  
 
ｻﾞﾋｮｳ ｼﾃｲ ﾆｭｳﾘｮｸ <YES> ﾏﾀﾊ <SET> Y|1  | | | | | | | | |5|0|.| |m  
Y1         50. m  
 
ｻﾞﾋｮｳ ｼﾃｲ(X1.Y1) <S/P> X|  |1|4|.|2|4|3|9|1|2|8|5|m|m  
ﾎﾟｲﾝﾄ ｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ  Y| -|8|0|.|9|2|6|7|7|6|9|1|m|m  
 
ｻﾞﾋｮｳ ｼﾃｲ ﾆｭｳﾘｮｸ <YES> ﾏﾀﾊ <SET> X|2  | | | | | | | |2|0|0|.| |m  
X2        200. m  
 
ｻﾞﾋｮｳ ｼﾃｲ ﾆｭｳﾘｮｸ <YES> ﾏﾀﾊ <SET> Y|2  | | | | | | | |1|5|0|.| |m  
Y2        150. m  
 
ｻﾞﾋｮｳ ｼﾃｲ(X2.Y2) <S/P> X|  |1|1|7|.|3|2|1|0|0|7|3|m|m  
ﾎﾟｲﾝﾄ ｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ  Y|  |1|6|.|0|2|9|8|8|3|6|2|m|m  
 
ｻﾞﾋｮｳ ｼﾃｲ ﾆｭｳﾘｮｸ <YES> ﾏﾀﾊ <SET> X|3  | | | | | | | |2|5|0|.| |m  
X3        250. m  
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ｻﾞﾋｮｳ ｼﾃｲ ﾆｭｳﾘｮｸ <YES> ﾏﾀﾊ <SET> Y|3  | | | | | | | |-|5|0|.| |m  
Y3        -50. m  
 
ｻﾞﾋｮｳ ｼﾃｲ(X3.Y3) <S/P> X|  |1|6|0|.|9|3|9|7|2|0|5|m|m  
ﾎﾟｲﾝﾄ ｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ  Y| -|1|8|5|.|3|6|1|2|9|0|7|m|m  
 R|X  | |1|0|0|0|.|3|1|9|8|8| |  
 R|Y  | |1|0|0|0|.|3|1|9|8|8| |  
 
      4)アフィンデ－タフォ－マット（１６桁） 
 
 

  ﾃﾞｰﾀID  
   ２桁 

  座標／縮尺デ－タ  
        １２桁 

単位／空白 
  ２桁 

 
 

           デ－タＩＤ ： Ｘa＝Ｘ座標  Ｙb＝Ｙ座標  
                           点目＝ a * 10 + b 
                           Afab＝ アフィン設定終了 
 
    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ----------《出力フォーマット》--------- 
ｱﾌｨﾝ ( 1ﾃﾝﾒ)    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> X|0  | | | | | | | |1|0|0|.| |m  
X         100. m  
 
ｱﾌｨﾝ ( 1ﾃﾝﾒ)    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> Y|1  | | | | | | | | |5|0|.| |m  
Y          50. m  
 
ｱﾌｨﾝ ( 1ﾃﾝﾒ) <S/P> X|  |1|4|.|2|4|3|9|1|2|8|5|m|m  
ﾎﾟｲﾝﾄ ｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ  Y| -|8|0|.|9|2|6|7|7|6|9|1|m|m  
 
ｱﾌｨﾝ ( 2ﾃﾝﾒ) <YES> ﾏﾀﾊ <SET> X|0  | | | | | | | |2|0|0|.| |m  
X         200. m  
 
ｱﾌｨﾝ ( 2ﾃﾝﾒ) <YES> ﾏﾀﾊ <SET> Y|2  | | | | | | | |1|5|0|.| |m  
Y         150. m  
 
ｱﾌｨﾝ ( 2ﾃﾝﾒ) <S/P> X|  |1|1|7|.|3|2|1|0|0|7|3|m|m  
ﾎﾟｲﾝﾄ ｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ  Y|  |1|6|.|0|2|9|8|8|3|6|2|m|m  
 
ｱﾌｨﾝ ( 3ﾃﾝﾒ) <YES> ﾏﾀﾊ <SET> X|0  | | | | | | | |2|5|0|.| |m  
X         250. M  
 
ｱﾌｨﾝ ( 3ﾃﾝﾒ) <YES> ﾏﾀﾊ <SET> Y|3  | | | | | | | |-|5|0|.| |m  
Y         -50. M  
 
ｱﾌｨﾝ ( 3ﾃﾝﾒ) <S/P> X|  |1|6|0|.|9|3|9|7|2|0|5|m|m  
ﾎﾟｲﾝﾄ ｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ  Y| -|1|8|5|.|3|6|1|2|9|0|7|m|m  
 A|F  |3  

1. 数学軸または測量軸が選択された時のみ軸設定場面となります。 
2. 置数値入力は省略してあります。 
3. 機械座標についてはS/Pキーが押された点の座標で、単位は "mm" で縮尺は 
  かけられておりません。ユーザーソフトで適当に排除して下さい。 

    《使用例》 
          1.  INPUT #1,A$                'A$="XYO" 機械座標軸選択 
 
          2.  INPUT #1,A$                'A$="XYS" 測量座標軸選択 
             INPUT #1,B$                'B$="XO    11000.00 m" 原点Ｘ座標 
             INPUT #1,C$                'C$="YO     6000.00 m" 原点Ｙ座標 
             INPUT #1,D$                'D$="XX    12349.34 m" Ｘ軸＋方向Ｘ座標 
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             INPUT #1,E$                'E$="YX     6000.00 m" Ｘ軸＋方向Ｙ座標 
 
          3.  INPUT #1,A$                'A$="XYM" 数学座標軸選択 
             INPUT #1,B$                'B$="X1        100. m"  第１点Ｘ座標 
             INPUT #1,C$                'C$="Y1         50. m"  第１点Ｙ座標 
             INPUT #1,D$                'D$="X  14.24391285mm" 第１点Ｘ機械座標 
             INPUT #1,E$                'E$="Y -80.92677691mm"  第１点Ｙ機械座標 
             INPUT #1,F$                'F$="X2        200. m"  第２点Ｘ座標 
             INPUT #1,G$                'G$="Y2        150. m"  第２点Ｙ座標 
             INPUT #1,H$                'H$="X  117.3210073mm"  第２点Ｘ機械座標 
             INPUT #1,I$                'I$="Y  16.02988362mm"  第２点Ｙ機械座標 
             INPUT #1,J$                'J$="X3        250. m"  第３点Ｘ座標 
             INPUT #1,K$                'K$="Y3        -50. m"  第３点Ｙ座標 
             INPUT #1,L$                'L$="X  160.9397205mm" 第３点Ｘ機械座標 
             INPUT #1,M$                'M$="Y -185.3612907mm" 第３点Ｙ機械座標 
             INPUT #1,N$                'N$="RX  1000.31988  "  縮尺ＲＸ 
             INPUT #1,O$                'O$="RY  1000.31988  "  縮尺ＲＹ 
 
          4.  INPUT #1,A$                'A$="XYM" 数学座標軸選択 
             INPUT #1,B$                'B$="X0        100. m"  第１点Ｘ座標 
             INPUT #1,C$                'C$="Y1         50. m"  第１点Ｙ座標 
             INPUT #1,D$                'D$="X  14.24391285mm" 第１点Ｘ機械座標 
             INPUT #1,E$                'E$="Y -80.92677691mm"  第１点Ｙ機械座標 
             INPUT #1,F$                'F$="X0        200. m"  第２点Ｘ座標 
             INPUT #1,G$                'G$="Y2        150. m"  第２点Ｙ座標 
             INPUT #1,H$                'H$="X  117.3210073mm"  第２点Ｘ機械座標 
             INPUT #1,I$                'I$="Y  16.02988362mm"  第２点Ｙ機械座標 
             INPUT #1,J$                'J$="X0        250. m"  第３点Ｘ座標 
             INPUT #1,K$                'K$="Y3        -50. m"  第３点Ｙ座標 
             INPUT #1,L$                'L$="X  160.9397205mm"  第３点Ｘ機械座標 
             INPUT #1,M$                'M$="Y -185.3612907mm" 第３点Ｙ機械座標 
             INPUT #1,N$                'N$="AF 3"              アフィン３点で設定 
 
    ｅ． 原点偏移設定操作の読み込み 
 
     座標軸の設定が "原点－Ｘ軸指定" の方法で行われた場合に実行できる操作で原点と 
     してポイントした点の既知座標を入力する。 
 
         デ－タフォ－マット（１６桁） 
 
 

  ﾃﾞｰﾀID  
   ２桁 

   原点偏移座標値 
        １２桁 

   単位 
  ２桁 

 
 

          デ－タＩＤ ： ＸＢ＝原点偏移Ｘ座標  ＹＢ＝原点偏移Ｙ座標              
 
    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ----------《出力フォーマット》--------- 
5 ｹﾞﾝﾃﾝﾍﾝｲ <YES> ﾏﾀﾊ <SET> X|B  | | | | | |1|1|0|0|0|.| |m  
XB      11000. m  
 
5 ｹﾞﾝﾃﾝﾍﾝｲ    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> Y|B  | | | | | | |6|0|0|0|.| |m  
YB       6000. m  
                            注）置数値入力は省略してあります。 
     《使用例》 
       1.  INPUT #1,A$            'A$="XB      11000. m" 原点偏移Ｘ座標 
              INPUT #1,B$            'B$ ="YB       6000. m" 原点偏移Ｙ座標 
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  ｆ．小数桁指定操作の読み込み 
 
        エクスプランから転送される測定値・計算値の小数点以下の桁数を指定する。 
    デ－タフォ－マット（３桁） 
   デ－タＩＤ    選択コ－ド  
   Ｆ   Ｘ        １桁  
      選択コード ： Ｎ＝シナイ  ０～９＝小数０～９桁 
 
    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ----------《出力フォーマット》--------- 
6 ｼｮｳｽｳ ｹﾀｼﾃｲY/N    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> F|X N  
      ｹﾀｼﾃｲ  ｼﾅｲ  
 
6 ｼｮｳｽｳ ｹﾀｼﾃｲY/N    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> F|X 2  
      ｹﾀｼﾃｲ  2ｹﾀ  
 
     《使用例》 
             1.  INPUT #1,A$            'A$="FXN" 小数桁指定シナイ 
             2.  INPUT #1,A$            'A$="FX2" 小数桁指定２ケタ 
 
    ｇ．自動ナンバ選択操作の読み込み 
 
          デ－タフォマット（２桁） 
  ﾃﾞ-ﾀID  選択ｺ-ﾄﾞ  
    ＃     1桁  
          選択コード ： Ｎ＝付けない    Ｄ＝測定中    Ａ＝測定後   
 
    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ----------《出力フォーマット》--------- 
7 ﾅﾝﾊﾞｰ ｾﾝﾀｸ Y/N    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> # N  
#ﾂｹﾅｲ          Y  
 
7 ﾅﾝﾊﾞｰ ｾﾝﾀｸ Y/N    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> # D  
#ｿｸﾃｲﾁｭｳ ﾆ ﾂｹﾙ Y  
 
7 ﾅﾝﾊﾞｰ ｾﾝﾀｸ Y/N    <YES> ﾏﾀﾊ <SET> # A  
#ｿｸﾃｲｺﾞ  ﾆ ﾂｹﾙ Y  
     《使用例》 
       1.  INPUT #1,A$          'A$="#D" 測定中自動ナンバー付けを行う 
 
  ２． 測定値の読み込み 
 
   図形の測定を開始した後、エクスプランから転送される各種デ－タの入力方法を説明 
   します。 
 
   測定デ－タフォ－マット（１６桁）---- 角度以外 
  ﾃﾞ-ﾀＩＤ     ﾅﾝﾊﾞ/測定値ﾃﾞ-ﾀ     空白／単位  
    ２桁            １２桁      ２桁  
   角度デ－タフォ－マット（１６桁） 
          ID       角度測定値 
 A|n  | | | | |9|9|9|ﾟ|9|9|'| | ---  度分    （分数値２桁） 
 A|n  | | | | |9|9|9|.|9|9|ﾟ| | ---  度      （小数２桁） 
 A|n  | | | | |9|9|9|.|9|9|g|o|n ---  ｇｏｎ  （小数２桁） 
 A|n  | | | | |9|.|9|9|9|9|r|a|d ---  ラジアン（小数４桁） 
          単位文字＜ ｀```, ´́́́, ｇｏｎｇｏｎｇｏｎｇｏｎ, ｒａｄｒａｄｒａｄｒａｄ＞の位置は固定です。 
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         デ－タＩＤ ：  ＃  ＝ナンバ             ＣＡ＝キャンセル         
                         Ｘ  ＝Ｘ座標(ﾎﾟｲﾝﾄ)        Ｙ ＝Ｙ座標(ﾎﾟｲﾝﾄ)      
                         ＸＣ＝Ｘ座標(ｺﾝﾃｨﾆｭｱｽ)     ＹＣ＝Ｙ座標(ｺﾝﾃｨﾆｭｱｽ)   
                        ＸＡ＝Ｘ座標(ｱｰｸ)         ＹＡ＝Ｙ座標(ｱｰｸ)        
                         ｄ  ＝辺長                ｒ  ＝半径               
                         Ａ  ＝面積（倍横距／三斜）  Ｌ  ＝線長               
                          ＸＧ＝図心Ｘ座標           ＹＧ＝図心Ｙ座標 
                          ＴＢ＝三斜底辺              ＴＨ＝三斜高さ 
                          Ａｎ＝角度 
                          ＸＰ＝円弧中心Ｘ座標        ＹＰ＝円弧中心Ｙ座標 
             ＲＬ＝放射距離       ＧＡ＝等高線面積 
             Ｈ ＝等高線間隔      ＧＶ＝土量 
             ＶＡ＝回転体体積      ＶＦ＝回転体表面積 
             ＸＶ＝回転体重心Ｘ座標   ＹＶ＝回転体重心Ｙ座標 
                         ＥＮ＝測定終了           空白＝測定結果最後 
 
      注）1. ＥＮ（測定終了）のデ－タは実際は ”ＥＮＤ" のように３桁の文字が入って 
        います。 

  2. エクスプランは測定値ﾃﾞ-ﾀが終わるとその最後に空白行を送りますがそれは 
    １桁のブランクです。 
 3. 角度は１回の測定で１個の角度が出力されますが、引き続き[+/-]キーが押され 
    ると広角側（３６０゜－狭角）も出力されます。 

 
    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ----------《出力フォーマット》--------- 

何れかの <S/P> #| 1|2|3|.| | | | | | | | | |  
測定値表示  X|  | | | | | |1|2|3|.|4|5| |m  

 Y|  | | | | | |-|7|8|.|9|0| |m  
 d|  | | | | | | |1|2|.|3|4| |m  
 r|  | | | | | |5|6|7|.|8|9| |m  
 

何れかの <CONT> X|C  | | | |1|2|3|.|4|5|6|7| |m  
測定値表示  Y|C  | | |-|3|4|5|.|6|7|8|9| |m  

 
X|A  | | | |9|8|7|6|.|5|4|3| |m何れかの 

測定値表示 
<ARC> 

 Y|A  | | | |-|8|7|6|.|5|4|3| |m
 
 

 
何れかの <CAN> C|A  
測定値表示  

 
何れかの <END> E|N D  
測定値表示  #| 1|2|3|.|4|5|6| | | | | | |  

 A|  | | | |5|6|7|8|.|9|0|1| |m  
 L|  | | | |3|4|5|6|.|7|8|9| |m  
   注）空白１桁 

1. 測定中のデータは４種類の測点キー(S/P,CON,ARC,#)によって、測定後のデータは
測定終了キー (END) によって出力されます。 

          2. コンティニュアスモードで測定中の連続する同一座標点は出力しません。 
3. 円弧の中点座標の出力は ARCｷｰ が押された事を意味します。ユーザは線長、 
   面積、半径等の結果をご利用下さい。 

          4. S/P,ENDキーは共にその時点で測定結果の有るもの全てを連続出力します。 
 
          《使用例》 
            1.  INPUT #1,A$           'A$="# 123.          " 測定中のナンバ 
               INPUT #1,B$           'B$="X       123.45 m" Ｘ座標 
               INPUT #1,C$           'C$="Y       -78.90 m" Ｙ座標 
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            2.  INPUT #1,A$           'A$="END" 測定終了 
               INPUT #1,B$           'B$="# 123.456       " 測定終了時のナンバ 
               INPUT #1,C$           'C$="A     5678.901 m" 面積 
               LINE INPUT #1,E$      'E$=" " 終了を示す 
             注）最後の空白１桁を認識するためには LINE INPUT # 文で行います。 
 
  ３．累計・平均・回数の読み込み 
 
   測定値（面積・座標・辺長・周囲長・半径・図心・三斜面積・角度・円弧中心・放射距 
      離・土量計算）の内の１つをオペレ－タがキ－操作で累計・平均したものをプログラム 
      で読み取ることができます。 
 
      デ－タフォ－マット（１６桁）--- （角度フォ－マットはⅧ－２．測定値の読み込みを参照） 
  ﾃﾞ-ﾀＩＤ     平均／回数／累計  空白／単位  
    ２桁            １２桁      ２桁  
 
   デ－タＩＤ： ＋F6＝＋Σ登録  ＣF6＝クリアΣ          
                    F8☆＝平均        ｎ＝累計回数          
                    F6☆＝累計      F6＝ASCIIコードで"&HF6"（&Hは１６進を示す） 
                                      F8＝ASCIIコードで"&HF8"                     
                                                                              
       ☆ は測定機能コ－ド …  Ａ：  面積（倍横距）／三斜面積／角度 
                Ｘ：  頂点ｘ座標／図心Ｘ／円弧中心Ｘ 
                Ｙ：  頂点ｙ座標／図心Ｙ／円弧中心Ｙ 
                 ｄ：  辺長 
                               Ｌ：   周囲長 
                Ｒ：  放射距離 
                Ｖ：  土量 
    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ---------《出力フォーマット》---------- 
   何れかの <+Σ> +|F6  
   測定値表示  
 
  任意画面表示 <CLΣ> C|F6  
  
 
  任意画面表示 <NO> F8|X  | | | | | |1|2|3|.|4|5| |m  
  F8|Y  | | | | | |-|1|2|.|3|4| |m  
 ｎ|  | | | | | | | | |1|2|.| |  
 F6|X  | | | | |1|4|8|1|.|4|0| |m  
 F6|Y  | | | | |-|1|4|8|.|0|8| |m  
 
  任意画面表示 <NO> F8|A  | | | | |1|2|3|.|4|5|6| |m  
  ｎ|  | | | | | | | | | |3|.| |  
 F6|A  | | | | |3|7|0|.|3|6|8| |m  
     注）+Σキーによる累積演算の対象は表示にあって、且つ最初に選ばれたものと 
             同一の種類の結果に限られます。（取扱説明書参照） 
 
     《使用例》 
      1.  INPUT #1,A$         'A$="+"+CHR$(&HF6) 累積登録を示す 
            2.  INPUT #1,A$         'A$=CHR$(&HF8)+"A     123.456 m" 面積累積値 
               INPUT #1,B$         'B$="n           3.  "              測定回数 
               INPUT #1,C$         'C$=CHR$(&HF6)+"A     370.368 m" 面積平均値 
   回転体測定でオペレ－タがキ－操作で累計・平均・重心合成したものをプログラムで 
   読み取ることができます。 
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      デ－タフォ－マット（１６桁）--- （角度フォ－マットはⅧ－２．測定値の読み込みを参照） 
  ﾃﾞ-ﾀＩＤ     平均／回数／累計  空白／単位  
    ２桁            １２桁      ２桁  
   デ－タＩＤ：  ＋F6＝＋Σ登録  ＣF6＝クリアΣ          
                     F8☆＝平均      ｎ ＝累計回数          
                     F6☆＝累計      F6＝ASCIIコードで"&HF6"（&Hは１６進を示す） 
                                      F8＝ASCIIコードで"&HF8"                     
       ☆ は測定機能コ－ド …  Ａ：  体積 
                Ｆ：  表面積 
                Ｘ：  重心Ｘ 
                Ｙ：  重心Ｙ 
    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ---------《出力フォーマット》---------- 
   回転体の    <+Σ> +|F6  
   測定値表示  

 
  任意画面表示    <CLΣ> C|F6  
  

 
  任意画面表示    <NO> F6|A  | | | | | |1|2|3|.|4|5| |m  
  F8|A  | | | | | | |1|2|.|3|5| |m  
 F6|F|  | | | | |1|4|8|1|.|4|0| |m   
 F8|F  | | | | | |1|4|8|.|1|4| |m   
 F8|X  | | | | | | |1|2|.|3|4| |m  
 F8|Y  | | | | | | | |0|.|0|0| |m  
 ｎ|  | | | | | | | | |1|0|.| |  
    注）+Σｷｰによる累積演算の対象は表示にあって、且つ最初に選ばれたものと同一の 
            種類の結果に限られます。（取扱説明書参照） 
 
     《使用例》 
      1.  INPUT #1,A$         'A$="+"+CHR$(&HF6) 累積登録を示す 
            2.  INPUT #1,A$         'A$=CHR$(&HF6)+"A     123.45 m" 体積累積値 
               INPUT #1,B$         'B$=CHR$(&HF8)+"A      12.35 m" 体積平均値 
               INPUT #1,C$         'C$=CHR$(&HF6)+"F    1481.40 m" 表面積累計 
               INPUT #1,D$         'D$=CHR$(&HF8)+"F     1481.4 m" 表面積平均 
               INPUT #1,E$         'E$=CHR$(&HF8)+"X      12.34 m" 重心Ｘ 
               INPUT #1,F$         'F$=CHR$(&HF8)+"Y       0.00 m" 重心Y 
               INPUT #1,G$         'G$=CHR$(&HF8)+"n        10.  " 測定回数 
 
 ４． ファンクションキ－（Ｆキ－）の使い方 
 
      Ｆ０～Ｆ９はファンクションキ－（Ｆキ－）として利用でき、ユ－ザプログラムで自由 
  に機能・意味を与えることが出来ます。置数値とキ－コ－ドをエクスプランに転送しま  
 す。 
 
  ａ．Ｆキ－が有効となる実行モ－ド 
 実行モード キー操作 置数転送 モード変更  
 
 
 
 
 
 
 
 

ＲＥＡＤＹ 
測定ﾎﾟｲﾝﾄ 
測定ｺﾝﾃｨﾆｭｱｽ 
ＳＥＴ 
ＳＦＴ ＳＥＴ 
ﾏ-ｸ 座標入力 
ﾏ-ｸ 誘導画面 
マウス 

有効 
有効 
無効 
有効 
有効 
有効 
無効 
有効 

可能 
可能 
－ 

一部可能
不可 
可能 
－ 
不可 

無し 
無し 
－ 

ＲＥＡＤＹへ
ＲＥＡＤＹへ
ＲＥＡＤＹへ

－ 
ＲＥＡＤＹへ
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        1. ＳＥＴモードでの置数値転送は、置数が出来る場面のみ可能です。 
        2. 測定モードでのＦキー操作後は、NOキーにより元の画面へ戻す事が可能です。 
 
    ｂ．データフォーマット 
      
 

キ－ＩＤ 
２桁 

置数値デ－タ 
０～１２桁 

 
 

            キ－ＩＤ ： Ｆ０～Ｆ９＝ F0～F9ｷｰ に対応する。 
 
    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ---------《出力フォーマット》---------- 
  任意画面表示 <F0> F|0  
  
 
 <F1> F|1 1|2|3|.  
          123.  
 
 <SFT><F9> F|9 -|1|2|3|4|5|6|.|7|8|9|0  
  -123456.7890  
                注）置数値入力は省略してあります。 
 
     《使用例》 
      1.  INPUT #1,A$           'A$="F0" <F0>ｷｰ押し 
            2.  INPUT #1,A$           'A$="F9-123456.7891" 置数,<F0>ｷｰ押し 
 
 
  ５．メモリ操作の読み込み 
 
     オペレ－タが＋Ｍキ－で加算するものをプログラムに読み込むこともできます。 
 
    デ－タフォ－マット（２～１６桁）   
 
 

デ－タＩＤ 
２桁 

表示値／メモリデ－タ 
１２桁 

空白 
２桁 

 
 

            デ－タＩＤ ：  ＋Ｍ＝＋Ｍ登録     ＲＭ＝メモリ参照             
                        ＣＭ＝クリアメモリ   注）座標、角度は対象外です。  
 
    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ---------《出力フォーマット》---------- 
 <+M> +|M  | | | | | | | |1|2|3|.| |  
          123.  
 
  任意画面表示 <RM> R|M  | | | | | | | |1|2|3|.| |  
  
 
  任意画面表示 <SFT><CLM> C|M  
  
 
  （メモリーがオーバーフローした場合） 
    <+M> +|M  | | | | | | | |1|2|3|.| |  
          123.  +|M  |E|R|R|O|R| | | | | | | |  
          注）コンピュータと接続時も +M, RM, CLMキーを使用できます。 
 
     《使用例》 
             1.  INPUT #1,A$        'A$="+M        123.  " プラスメモリ登録 
             2.  INPUT #1,A$        'A$="CL"               クリアメモリ 
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  ６． 測定値の符号変換操作の読み込み 
 
   表示値を符号変換し、その結果を出力します。 
 
    デ－タフォ－マット（２～１６桁） 
 
 

  デ－タＩＤ 
    ２桁 

    変換されたデ－タ 
             １２桁 

  単位 
    ２桁 

 
 

          デ－タＩＤ ： ＋－＝符号変換            注）角度は対象外です。 
 
    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ----------《出力フォーマット》--------- 
X       987.65 m    <+/-> +|-  
Y     -4321.09 m  X|  | | | | |-|9|8|7|.|6|5| |m  
 Y|  | | | | |4|3|2|1|.|0|9| |m  
 
ﾒﾝｾｷ    <+/-> +|-  
A       123.45 m  A|  | | | | |-|1|2|3|.|4|5| |m  
 
     《使用例》 
      1.  INPUT #1,A$           'A$="+-"               符号変換 
           INPUT #1,B$           'B$="X      -987.65 m" Ｘ座標 
                INPUT #1,C$           'C$="Y      4321.09 m" Ｙ座標 
 
            2.   INPUT #1,A$           'A$="+-"               符号変換 
                INPUT #1,B$           'B$="A      -123.45 m" 面積 
 
 
 ７． 任意ナンバ－手入力の読み込み 
 
    オペレ－タの任意番号入力（置数＋＃Ｐキ－）を読み込むことが出来ます。Ｆキ－ 
    同様、ユ－ザプログラムは各種の機能を与えて操作性に変化を持たせることが出来ます。 
 
    デ－タフォ－マット（４～１６桁） 
 ﾃﾞ-ﾀID(2桁) 置数値デ－タ  
 ＃  ２～１２桁  
             デ－タＩＤ ：  ＃  ＝手入力番号                                  
 
    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ----------《出力フォーマット》--------- 
 <#P> #| 1|2|3|.|3|2|1  

       123.321   
 
     《使用例》 
      1.   INPUT #1,A$                    'A$="# 123.321" 任意ナンバ－ 
 
 
  ８． 表示画面ハ－ドコピ－の読み込み 
 
   データアウトスル／シナイの設定にかかわらずエクスプランは表示画面の内容を送信 
   します。（ＣＯＰＹキ－を押す。） 
 
    デ－タフォ－マット（１～１６桁 -- 表示画面上下２行が２個のデ－タとなる） 
        ①   画面第１行 （１～１６桁）  
        ②   画面第２行  （１～１６桁）  
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    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ----------《出力フォーマット》--------- 
 <COPY> | | | | | | | | | | | | | | |    
          345.  | | | | | | | | | |3|4|5|.| |  
 
ﾒﾝｾｷ <COPY> ﾒ|ﾝ|ｾ|ｷ| | | | | | | | | | | |  
A        643.2 m  A| | | | | | | | |6|4|3|.|2| |m  
 
X     -123.456ft <COPY> X| | | | | |-|1|2|3|.|4|5|6|f|t  
Y      789.012ft  Y| | | | | | |7|8|9|.|0|1|2|f|t  
 
     《使用例》 
 
      1.  LINE INPUT #1,A$     'A$=" "                上段データ 
                LINE INPUT #1,B$     'B$="          345.  " 下段データ 
 
            2.  INPUT #1,A$          'A$="ﾒﾝｾｷ            " 上段データ 
                INPUT #1,B$          'B$="A        643.2 m" 下段データ 
 
 
  ９． クリアキー操作の読み込み 
 
   クリアエントリー（置数値の取消）でなければ、次のデータを出力します。 
 
    デ－タフォ－マット（２桁）                                               
 ﾃﾞ-ﾀID(2桁)  
   Ｃ   Ｌ  
 
    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ----------《出力フォーマット》--------- 
任意の表示画面 <CE/C> C|L  

  
 
          《使用例》 
         INPUT #1,A$                'A$="CL"  
 
 
  １０．マ－ク座標入力の読み込み 
 
      オペレ－タが任意座標値をキ－入力し、図面上にその点をマ－クする一連の操作を入力 
      できます。マ－クモ－ドを使用するためのいろいろな条件は別途取扱説明書を参照下さ 
      い。 
 
    ＊キ－操作と対応デ－タの例 
---《表示画面》---   --《キー操作》--   ----------《出力フォーマット》--------- 
任意の表示画面 <MARK> M|K  

  
 
ﾏ-ｸ X ﾆｭｳﾘｮｸ <YES> ﾏﾀﾊ <SET> X|M  | | | | | | | |1|2|3|.| |m  
XM        123. m  
 
ﾏ-ｸ Y ﾆｭｳﾘｮｸ <YES> ﾏﾀﾊ <SET> Y|M  | | | | | | | |4|5|6|.| |m  
YM        456. m  
 
マ－ク誘導画面 <MARK> M|K  
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                      注）・マ－ク作業が終わった合図として利用できるキ－は 
               ＭＡＲＫキ－とクリアキ－です。 
             ・マ－ク座標値が範囲外エラ－であった場合の特別な 
              出力メッセ－ジはありません。 
     《使用例》 
 
      1.  INPUT #1,A$           'A$="MK"               マ－クキ－押下 
           INPUT #1,B$           'B$="XM       123.  m" マ－クＸ座標 
                INPUT #1,C$           'C$="YM       456.  m" マ－クＹ座標 
         INPUT #1,D$           'D$="MK"               マ－ク完了合図 
 
 
Ⅸ ． サ ン プ ル プ ロ グ ラ ムⅨ ． サ ン プ ル プ ロ グ ラ ムⅨ ． サ ン プ ル プ ロ グ ラ ムⅨ ． サ ン プ ル プ ロ グ ラ ム                     
 
 １．サンプルプログラム（１）  
 
  取扱い説明書の使用例１についてコンピュータから諸条件を設定した場合です。 
 

1. 1020 行でＲＥＡＤＹモードへモード変更しているのは、エクスプランの諸条件の設定
がＲＥＡＤＹモードのみ設定可能だからです。 

   2. 設定の確認に於いては、"NAK" が返された場合プログラムがストップします。 
    3. 諸条件の設定終了時にはブザーが２回なり、測定開始のメッセージがエクスプランの 
       ディスプレイに表示されます。 
    4. CE/Cｷｰでプログラムが終了します。 
 
---------------------------サンプルプログラム（１）----------------------------- 
 
1000 'SAMPLE1 
1010 OPEN "COM1:N83NN" AS #1             'RS-232Cｵｰﾌﾟﾝ 
1020 PRINT #1,"SLR"                         'ＲＥＡＤＹモードへ 
1030 INPUT #1,A$                            '設定の確認 
1040 IF A$=CHR$(&H15) THEN STOP 
1050 PRINT #1,"SENNYNNNNN0NNNN"         '面積測定 
1060 INPUT #1,A$                            '設定の確認 
1070 IF A$=CHR$(&H15) THEN STOP 
1080 PRINT #1,"SU12"                        '単位 m 
1090 INPUT #1,A$                            '設定の確認 
1100 IF A$=CHR$(&H15) THEN STOP 
1110 PRINT #1,"SSRX200"                     '縮尺 1/200 
1120 INPUT #1,A$                            '設定の確認 
1130 IF A$=CHR$(&H15) THEN STOP 
1140 PRINT #1,"SF2"                         '小数桁指定２桁 
1150 INPUT #1,A$                            '設定の確認 
1160 IF A$=CHR$(&H15) THEN STOP 
1170 PRINT #1,"SNN"                         'ﾅﾝﾊﾞｰ付けない 
1180 INPUT #1,A$                            '設定の確認 
1190 IF A$=CHR$(&H15) THEN STOP 
1200 PRINT #1,"SPY"                         'ﾃﾞｰﾀ出力する 
1210 INPUT #1,A$                            '設定の確認 
1220 IF A$=CHR$(&H15) THEN STOP 
1230 PRINT #1,"Dｿｸﾃｲｦ ｶｲｼｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ! (SAMPLE1)" '測定開始メッセージ 
1240 PRINT #1,"BZ2"                         'ﾌﾞｻﾞｰ2回鳴らし 
1250 *IN.D 
1260 INPUT #1,D$                            '入力ﾃﾞｰﾀの取り込み 
1270 PRINT D$                               '入力データの表示 
1280 IF D$<>"CL" THEN *IN.D                '<CL>ｷｰで終了 
1290 END 
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   ２．サンプルプログラム（２）  
 
  取扱い説明書の使用例２についてコンピュータから諸条件を設定した場合です。   
 

1. このサンプルプログラムでは、"ACK/NAK" は取り込みだけでその確認を行っていま 
    せん。 
2. 1160,1230行のブザー２回鳴らしは、第１点（Ａ点）、第２点（Ｂ点）のポイントを 
    促すためです。 

   3.  1170,1180,1240,1250行の機械座標取り込みは、S/Pｷｰ 押しを認識する為です。 
   4.  1260行のブザー２回鳴らしで NOｷｰ 押しを促し、1270,1280行のＲＸ、ＲＹ取り込みで 

   その確認を行っています。 
   5.  1290行でＲＥＡＤＹモードにしているのは、座標軸設定でＳＥＴモードに移行した 
    ためです。 
  6.  CE/Cｷｰでプログラムが終了します。 
 
---------------------------サンプルプログラム（２）----------------------------- 
 
1000 'SAMPLE2 
1010 OPEN "COM1:N83NN" AS #1            'RS-232Cｵｰﾌﾟﾝ 
1020 PRINT #1,"SLR"                        'READYﾓｰﾄﾞへ 
1030 INPUT #1,A$                           'ACK取り込み、確認無し 
1040 PRINT #1,"SPY"                        'ﾃﾞｰﾀ出力する 
1050 INPUT #1,A$ 
1060 PRINT #1,"SEYNNNNNNN0NNNN"        '座標測定 
1070 INPUT #1,A$ 
1080 PRINT #1,"SU12"                        '単位 m 
1090 INPUT #1,A$ 
1100 PRINT #1,"SAM2"                       '数学座標  ２既知点指定 
1110 INPUT #1,A$ 
1120 PRINT #1,"SAX112100"                  'X1=100m 
1130 INPUT #1,A$ 
1140 PRINT #1,"SAY112-300"                 'Y1=-300m 
1150 INPUT #1,A$ 
1160 PRINT #1,"BZ2"                        'ﾌﾞｻﾞｰ2回鳴らし 
1170 INPUT #1,D$                           'X1機械座標 
1180 INPUT #1,D$                           'Y1機械座標 
1190 PRINT #1,"SAX212300"                  'X2=300m 
1200 INPUT #1,A$ 
1210 PRINT #1,"SAY212500"                  'Y2=500m 
1220 INPUT #1,A$ 
1230 PRINT #1,"BZ2"                        'ﾌﾞｻﾞｰ2回鳴らし 
1240 INPUT #1,D$                          'X2機械座標 
1250 INPUT #1,D$                          'Y2機械座標 
1260 PRINT #1,"BZ2"                        'ﾌﾞｻﾞｰ2回鳴らし 
1270 INPUT #1,D$                          'RX 
1280 INPUT #1,D$                          'RY 
1290 PRINT #1,"SLR"                        'READYﾓｰﾄﾞへ 
1300 INPUT #1,A$ 
1310 PRINT #1,"SF2"                        '小数桁指定２桁 
1320 INPUT #1,A$ 
1330 PRINT #1,"SND"                        '測定中にﾅﾝﾊﾞｰ付ける 
1340 INPUT #1,A$ 
1350 PRINT #1,"BZ2"                        'ﾌﾞｻﾞｰ2回鳴らし 
1360 PRINT #1,"Dｿｸﾃｲｦ ｶｲｼｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ! (SAMPLE2)" '測定開始メッセージ 
1370 *D.IN 
1380 INPUT #1,D$                           '入力ﾃﾞｰﾀの取り込み 
1390 PRINT D$                              '入力データの表示 
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1400 IF D$<>"CL" THEN *D.IN               '<CE/C>ｷｰで終了 
1410 END 
 
 
   ３．サンプルプログラム（３）  
 
   エクスプランをシンプルな座標取り込み装置（デジタイザ）として使用する場合の 
   サンプルプログラムです。 
      1. 設定の確認はサブルーチン "*CHK" で行っております。 
      2. 1160行では不必要なキー操作を避ける為に CL/C, S/Pキーのみ有効としています。 
      3. CE/Cｷｰ でプログラムが終了します。 
 
-----------------------------サンプルプログラム（３）--------------------------- 
 
1000 'SAMPLE3 
1010 OPEN "COM1:N83NN" AS #1                'RS-232Cｵｰﾌﾟﾝ 
1020 PRINT #1,"SLR"                            'ＲＥＡＤＹモードへ 
1030 GOSUB *CHK                              '設定の確認 
1040 PRINT #1,"SEYNNNNNNN0NNNN"            '座標測定 
1050 GOSUB *CHK 
1060 PRINT #1,"SU10"                           '単位 mm 
1070 GOSUB *CHK 
1080 PRINT #1,"SSRX1"                          '縮尺 1/1 
1090 GOSUB *CHK 
1100 PRINT #1,"SAO"                            '機械座標 
1110 GOSUB *CHK 
1120 PRINT #1,"SFN"                            '小数桁指定シナイ 
1130 GOSUB *CHK 
1140 PRINT #1,"SNN"                            'ﾅﾝﾊﾞｰ付けない 
1150 GOSUB *CHK 
1160 PRINT #1,"SKYNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNY"  '<CE/C>、<S/P>ｷｰのみ有効 
1170 GOSUB *CHK 
1180 PRINT #1,"SPY"                            'ﾃﾞｰﾀ出力する 
1190 GOSUB *CHK 
1200 PRINT #1,"Dｿｸﾃｲｦ ｶｲｼｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ! (SAMPLE3)" '測定開始メッセージ 
1210 PRINT #1,"BZ2"                            'ﾌﾞｻﾞｰ2回鳴らし 
1220 D$=""                                     'D$クリア 
1230 WHILE D$<>"CL"                          '<CE/C>ｷｰで終了 
1240   INPUT #1,D$                            '入力ﾃﾞｰﾀの取り込み 
1250   PRINT D$                               '入力データの表示 
1260 WEND 
1270 END 
1280 ' 
1290 *CHK 
1300   INPUT #1,A$                            '設定の確認 
1310   IF A$=CHR$(&H15) THEN STOP          '"NAK" ならば STOP 
1320 RETURN 
 
 
 
Ｒ － １ ） エ ク ス プ ラ ン コ ネ ク タ の 信 号Ｒ － １ ） エ ク ス プ ラ ン コ ネ ク タ の 信 号Ｒ － １ ） エ ク ス プ ラ ン コ ネ ク タ の 信 号Ｒ － １ ） エ ク ス プ ラ ン コ ネ ク タ の 信 号  
 
   ピン配列（本体外側より見た図） 
 
 
 

  ②  ④  ⑥  ⑧ 
①  ③  ⑤  ⑦  ⑨ 
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   各ピンの役割 
 ピン 信号名 説明 入出力 ケーブル色  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 

ＰＥ 
ＣＥ 
＋Ｖ 
ＴＸＤ 
ＲＸＤ 
ＣＴＳ 
ＲＴＳ 
ＧＮＤ 
ＶＳＴ 

プリンター接続を検出 
コンピュータ接続を検出 
プリンター電源 
送信データ 
受信データ 
送信可能 
受信可能 
信号用接地 
プリンター電源 

入 
入 
－ 
出 
入 
入 
出 
－ 
－ 

－ 
－ 
茶 
橙 
黄 
緑 
赤 

シールド 
－ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. コンピュータとの接続には④⑤⑥⑦⑧の信号線を用います。 
2. ＣＴＳ⑥は入力信号でありこれがＯＮ（正論理）でなければ、本器はデータを 

           ＴＸＤ④から出力しません。従ってコンピュータが受信可能な時ＯＮとなるよう 
      な出力に接続します。 

      3. ＲＴＳ⑦は出力信号でありこれがＯＮ（正論理）でなければ、本器はデータを 
         ＲＸＤ⑤から正しく受信しません。従ってコンピュータは入力信号がＯＮの時 
         だけデータを送信する制御信号に接続します。 
      4. ケーブル色はインターフェースケーブル内の配線の色を示します。 

5. インターフェースケーブルは使用するコンピュータに適合したケーブルを選択 
 する必要が有ります。 
 
 

Ｒ － ２ ） 通 信 条 件 の 項 目 説 明Ｒ － ２ ） 通 信 条 件 の 項 目 説 明Ｒ － ２ ） 通 信 条 件 の 項 目 説 明Ｒ － ２ ） 通 信 条 件 の 項 目 説 明  
 
 データ長   ： １文字データのビット数を示し、ASCIIコードで &H80（&Hは16進を 
          示す）以降のカタカナ等を転送する場合は８ビットに設定しなけれ 
          ばなりません。 
 
 ボーレート  ： 一秒間当たりのデータの転送速度を示し、数値が大きいほど転送速 
          度が速いことを意味します。 
 
 パリティ   ： 受信側でデータが正しく送られてきたかどうかをチェックするため 
                  チェックのものです。ナシはチェックを行いません。 
 
 ストップビット： １文字データの終わりに付加するビットで２または１ビットを選択 
           します。 
 
 デリミタ   ： データの終わりを示し、本器からコンピュータへ出力するデリミタを 
                    選択します。コンピュータから本器へのデリミタはＣＲＬＦ，ＣＲ， 
                    ＬＦいずれもＯＫです。 
 転送デ－タ ﾃﾞﾘﾐﾀ(1桁)    
      注）コンピュ－タの種類によってこのデリミタをユ－ザプログラムで処理するこ 
        とが必要な場合があります。コンピュ－タのマニュアルを参照して下さい。 
 
コントロール ： 本器とコンピュータとのデータの受け渡し方法を示し、三種類の制御方 
         法が選択可能です。Ｒ－３を参照。 

 
 
Ｒ － ３ ） コ ン ト ロ － ルＲ － ３ ） コ ン ト ロ － ルＲ － ３ ） コ ン ト ロ － ルＲ － ３ ） コ ン ト ロ － ル （デ－タ転送制御手段）について 
 
     データ転送のタイミングをコントロ－ルする手法には三種類( OFF, RON, XON )が 
          あります。 
 
  ＯＦＦ   ＲＴＳ／ＣＴＳ信号線によって制御が行われるもので、一般にはこれが 
        利用されます。 
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     本器のCTSがOFFの場合、本器はコンピュータへデータ送信を停止しその後 ONに 
     復帰した場合、再びデータを出力します。 
         本器の入力バッファ使用量が3/4以上になったら、本器のRTSをOFFにし、コン 
          ピュータからのデータを止めます。 
     その後、バッファ使用量が1/4以下に復帰したら、RTSをONに戻し、コンピュータ 
          からのデータを再開させます。 
         通常この設定を行い、工場出荷時はこの設定になっています。 
 
  ＲＯＮ   データあるいはコマンドの送受に対し、Ｒ文字による制御を行います。 
          半二重通信で処理速度の遅いコンピュータや、データ送受を確実に行う 
        場合に設定を行います。 
             
  ＸＯＮ   XON/OFFによる制御を行います。 
               大量データを扱う場合、XON/OFF制御をサポートしているコンピュータ 
        有効です。 
        
     本器がXOFFコード（ASCIIｺｰﾄﾞで"&H13":&Hは16進数を示す）を受信すると、 
          送信を停止し、その後XONコード（ASCIIｺｰﾄﾞで"&H11"）を受信した場合、再 
          びデータを出力します。 
         本器の入力バッファ使用量が3/4以上になったら、本器はXOFFｺｰﾄﾞを出力し、コン 
          ピューターからのデータを止めます。 
     その後、バッファ使用量が1/4以下に復帰したら、本器はXONｺｰﾄﾞを出力し、コン 
          ピュータからのデータを再開させます。 
 
  参考）1. ＯＦＦを利用するときはユ－ザプログラムの中で特に指定することはありません。 
        2.  XＯＮはキ－操作(SFT+SET)やコマンドで指定しますが、制御そのものは基本 
         ソフトが自動的に行い、ユ－ザプログラムには負担はありません。 
        3.  ＲＯＮは文字 Ｒ でデ－タ転送を制御するもので、ユ－ザプログラム自身が 
           その制御を行う必要があります。一般的には余り利用されない方法です。 
      次の R-4 でＲＯＮ利用の手順を説明します。 
 
 
Ｒ － ４ ） Ｒ Ｏ Ｎ の デ － タ 入 出 力 タ イ ミ ン グＲ － ４ ） Ｒ Ｏ Ｎ の デ － タ 入 出 力 タ イ ミ ン グＲ － ４ ） Ｒ Ｏ Ｎ の デ － タ 入 出 力 タ イ ミ ン グＲ － ４ ） Ｒ Ｏ Ｎ の デ － タ 入 出 力 タ イ ミ ン グ  
 
    ユ－ザプログラムとエクスプランの間で文字Ｒをやりとりして送受信をコントロ－ル
    します。 
 
 １．測定条件を設定する手順 
 
  １）Ｓコマンド 
     
     

 Ｓｺﾏﾝﾄﾞの出力 
 PRINT #1,"Sｺﾏﾝﾄﾞ" 

        エクスプランはコマンドの内容を実行する 
 

                    ↓ 
     
 

 実行の成否を読込む 
  INPUT #1,A$ 

         成功の場合 ＡＣＫ 
         不成功の場合 ＮＡＫを返す 

                            注）エクスプランは文字Ｒを返さない。 
    例 
   1.     PRINT #1,"SEYNNNNNNN0NNNN"        '座標を測定する 
         INPUT #1,A$                           'A$=CHR$(&H06)でACKを示す 
 
      2.      PRINT #1,"SEYNNNNNNNN0NNNNN"     'データが１文字多い 
             INPUT #1,A$                           'A$=CHR$(&H15)でNAKを示す 
 
    ２）Ｐコマンド 
     
 

 Ｐｺﾏﾝﾄﾞの出力    
  PRINT #1,"Pｺﾏﾝﾄﾞ"  

     エクスプランは、コマンドの 
     内容を実行する。 
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                    ↓ 
     
 

 実行の成否を読込む 
  INPUT #1,A$ 

     実行の成否に関係なくエクスプランは 
         文字Ｒを送る 

                      注）ＡＣＫ，ＮＡＫは返しません。 
     例 
     1.       PRINT #1,"BZ2"                  'ブザーを２回ピピッと鳴らす 
             INPUT #1,A$                    'A$="R" :本器は "R" を返す 
 
     2.       PRINT #1,"BZ5"                  ' "BZ5" ｺﾏﾝﾄﾞはサポートしていない 
             INPUT #1,A$                    'A$="R" :本器は "R" を返す 
 
 
  ２．設定値を参照する手順 
 
  １）Ｓコマンド 
 
     

Ｓｺﾏﾝﾄﾞの出力 
PRINT #1 "Sｺﾏﾝﾄﾞ" 

          エクスプランの設定値を参照する。 
 

                   ↓ 
 
 

設定値の入力 
INPUT #1 A$ 

          エクスプランは設定値を送る。 
          コマンドが不正のときは 

              ＮＡＫを送る。 
                   ↓ 
 
 
 

1個の設定値を受け取る 
毎にＲを返す 
PRINT #1 "R" 

          エクスプランはＲを受け取って 
          から次の設定値を送る。 
 

   
 まだある 
                 参照値 
 
 無 
 END  
 
 
    例 
     1.      PRINT #1,"SE"               '測定機能の参照を行う 
            INPUT #1,A$                 'A$="SENNYYNNNN0NNNN" 面積、線長を測定 
            PRINT #1,"R"                'ﾃﾞ-ﾀを受け取ったら"R"を返す 
 
     2.      PRINT #1,"SS"               '縮尺の参照 
            INPUT #1,A$                 'A$="SSRX       1000." :RX=1000 
            PRINT #1,"R"                'ﾃﾞ-ﾀを受け取ったら"R"を返す 
            INPUT #1,B$                 'B$="SSRY       1000." :RY=1000 
            PRINT #1,"R"                'ﾃﾞ-ﾀを受け取ったら"R"を返す 
 
    3.      PRINT #1,"SX"               ' "SX" ｺﾏﾝﾄﾞはサポートしていない 
            INPUT #1,A$                 'A$=CHR$(&H15)でNAKを示す 
             注）Ｐコマンドには参照機能がない。 
 
 
  ３．測定デ－タの入力手順 
 
 1個の測定デ－タを入力 

INPUT #1 A$ 
        
         エクスプランは１個のデ－タを送る。 

                    ↓ 
  
  

受け取った旨Ｒを返す 
PRINT #1 "R" 

        エクスプランはＲを受け取るまで 
      次のデ－タを送らない。    
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 まだある 
               測定デ－タ 
 
 
 

無 
 

 
   例 
    1.    INPUT #1,A$                  'A$="d         26.1 m" :辺長データを示す 
         PRINT #1,"R"                 'データを受け取ったら "R" を返す 
 
    2.    INPUT #1,A$                  'A$="X       3.8196 m" :Ｘ座標データを示す 
         PRINT #1,"R"                 'データを受け取ったら "R" を返す 
         INPUT #1,B$                  'B$="Y       4.3766 m" :Ｙ座標データを示す 
         PRINT #1,"R"                 'データを受け取ったら "R" を返す 
 
 
Ｒ － ５ ）Ｒ － ５ ）Ｒ － ５ ）Ｒ － ５ ）     エ ク ス プ ラ ン の 測 定 条 件 の 初 期 化エ ク ス プ ラ ン の 測 定 条 件 の 初 期 化エ ク ス プ ラ ン の 測 定 条 件 の 初 期 化エ ク ス プ ラ ン の 測 定 条 件 の 初 期 化  
 
   CE/Cキーを押しながら電源をオンするとエクスプランの設定内容が下記のような内容に 
  初期化されます。一度設定を行うとエクスプランの電源を切ってもこれらの設定内容は 
    保持されます。座標軸の定義とオ－トパワ－オフ、キ－の有効／無効、及びディレイタイ 
 ムの設定は解消されます。 
 
    エクスプランの初期設定値 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

測定機能 
単位 
縮尺 
座標軸 
原点偏移 
小数桁指定 
ナンバー選択 
データ長 
ボーレート 
パリティ 
ストップビット 
デリミタ 
コントロール 
接続機器 
データアウト 

座標、面積、線長 がＹＥＳ 
ｍ（長さ／面積） 度分（角度） 
１／１ 
数学座標軸 
ｘ＝０、ｙ＝０ 
シナイ 
付けない 
８ビット 
１２００ボー 
無し 
２ビット 
ＣＲＬＦ 
ＯＦＦ 
プリンタ（※１） 
シナイ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※１）Ａタイプケーブル（エクスプラン専用）はコンピュータ／プリンタを自 
       動検出します。 
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